
｢詞口調

和訳「ラ'ﾉタヴイスタラ（改訂版)」 （第16-18章）

外薗幸一

まえがき

本稿は前号（鹿児島国際大学「国際文化学部論集」第20巻3号）に掲載した和訳「ラリタヴィス

タラ（改訂版)」 （第15章)」に引き続くものである。 「第19巻1号」 （本シリーズ冒頭の号）所載の

和訳「ラリタヴイスタラ（改訂版） （第1～3章)」の「まえがき」に記載したように，筆者は，す

でにラリタヴイスタラ全27章の初訳を一応完了しているのであるが， もう少し読み易い和訳にする

ことを目標に「改訂版」を作成することにした。そして， これまでに第1章から第15章までを発表

したので､今回はそれに続く形で，第16章から第18章までを掲載する。なお，第15~21章は，拙著

｢ラリタヴイスタラの研究中巻』の「第三部」に掲載したので， これらの章は「中巻』を底本と

することになる。

略号

方広＝『方廣大荘厳経」 （大正新脩大蔵経187). ChineseTranslationoftheLalitavistara.

普曜＝「普曜経」 （大正新脩大蔵経186). AChineseTranslationofthe(old)Lalitavistara.

｢佛教大辞典j =「望月佛教大酔典（増訂版)」 （昭和32年増訂版，世界聖典刊行協会）

｢梵和大辞典j =荻原雲来編『漢訳対照梵和大辞典」 （昭和53年，講談社）

｢佛教語大辞典」 ＝中村元『佛教語大辞典j (昭和56年，東京書籍）

｢上巻」 ＝外薗幸一「ラリタヴイスタラの研究上巻』 （平成6年，大東出版社）

『中巻』 ＝外薗幸一「ラリタヴイスタラの研究中巻』 (2019年，大東出版社）

BHSG=B"dﾋﾉﾙ"Hy6γ〃S上z"s〃"rG"沈加αγα"dD/c"0"αryVol. I :Grammar,byF.Edgerton,

NewHaven, 1953.

BHSD=Ditto,Vol.II:Dictionary.

括弧符号の使い分け

和訳の文章中において用いる括弧は，原則として，次のように区別する。

l. 「 」は，会話文を示すために用いる。

2． （ ）は，直前の言葉を，別の言葉で言い換えるために用いる。

3． ［ ］は，訳文を補充して，意味をはっきりさせるために用いる。

4． 〈 〉は，特殊な複合語や，重要な熟語を示すために用いる。

5． 《 》は，東大主要写本に原文が欠落しているが，挿入すべきである部分の訳文に用いる。

6． 〔 〕は，東大主要写本に原文が挿入されているが，削除すべきである部分の訳文に用いる。

7． 【 】は，諸写本に混乱があり，削除すべきか挿入すべきか確定しがたい部分の訳文に用いる。

＊なお,第15章から第21章までの訳文の左端に付してある数字(40~446)は， 「中割第二部（本

文校訂）における梵語原文のページ数を示すものである。

キーワード：ラリタヴイスタラ，仏伝文学，大乗仏教，混清梵語，仏教思想
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『ラリタヴイスタラ』 （大遊戯経）

第16章（ビンビサーラ来詣品)↑

かくの如く,実に比丘らよ’チャンダカは｡菩薩の威神力' (茄蒔)によって,ｼｭドｰダﾅ王と，
ち吟うぐ'うさいによし◎う

釈女ゴーパー（釈尊妃） と， また，全ての中宮採女衆と， さらにシャーキヤ（釈迦族）衆全員の悲
いぶ

しみを慰撫する言葉を語りたり。
けさ え

かくして比丘らよ’菩薩は，猟師の扮装をなせる天子にカーシ産の美服を与え，彼より袈裟衣を
ずいじゆ人 あいみん きようか

受け取って，世間に随順せんがために，衆生を哀感するが故に， また，衆生を教化せんがために，

まさに自ら出家したり3．
いんせいしよ

さてまた，菩薩はヴァンシャキー婆羅門女4の隠棲処に赴けり。彼女は菩薩を休息せしめ，食物

を捧げたり。

それから，菩薩はパドマー婆羅門女5の隠棲処に赴けり。彼女からもまた，菩薩は宿泊と食物と

の提供を受けたり。

それから，ライヴアタ梵仙6の隠棲処に赴けり。彼もまた，全く同様に，菩薩を歓待せり。同じく，

ダマダンデイカの息子ラージュヤカ7もまた．菩薩を歓待せり。
しか

かくして，実に比丘らよ’菩薩は，次第に，大都城ヴァイシヤーリ－8に到達せり。而して，そ
しようもん だいしゆえ

の時，アーラーダ．カーラーマ9は，声聞の大衆会と三百名の弟子10たちとともに，ヴァイシャーリ一
え じ し、しようしょ

城に依止して11住したり。彼は弟子たちに無所有虚'2の戒行に相応する法を説けり。彼は，菩薩が

遠方より莱圭せるを見て'3,鶉の念'‘を生じ,弟子たちに呼びかけたり。 ｢さても,見よ｡彼の姿

158

！方広には「頻婆沙羅王勧受俗利品」と訳されている。

2 adhisthanaは「威神力」「加持力」等と漢訳される。 「仏･菩薩の有する不可思議な力」であり， 「その不可思議な力をもっ
て衆生を護ること」をいう。

3 「自ら出家する」とは，釈尊の出家作法が他から具足戒を授けられるのではなく，無師にして自ら戒を具足する「自具足」
によるものであったことを指すものと思われる。

4 vamSakiという人名については不明である。方広には「稗留梵志苦行女人」と訳されている。
5padmaという人名についても不明である。方広には「波頭摩梵志苦行女人」と訳されている。

6 raivataという人名についても不明であるが, revataという人名との混同が疑われる(cfBHSD,Raivata)。方広には「利
婆陀梵行仙人」と訳されている。

7方広には「光明調伏二仙人」と訳されており. rajyakaとdamadandikaとが別人と見られているようである。
8vai"liは「インド古代の商業都市」である。方広には「毘舍離城」と訳されている。

9 レフマン本ではaraqakalapa (アーラーダ・カーラーパ） と校訂しているが， ミトラ本の校訂の如<aradakalamaと読
むのが適切と思われる。方広は単に「阿羅躍」と訳している。

'0「弟子」 (Silya)は「師にしたがってその教えを受ける門人」であり，基本的に出家修行者であったと思われる。 「声聞」
(Sravaka) も「師の教えを聞く者」という意味では「弟子」であるが，元来は「出家でも在家でも，教えを聞く人」の意
味であり，在俗信者を含めていた。 「後代になると， 仏教では，教団を櫛成している出家修行僧のことのみをいうように

なった（これに対してジャイナ教では後にはSravakaというと在俗信者のことのみを意味するようになった)」 （｢佛教語
大辞典」734頁参照)。

'! 「依止する」とは「たよる， よりどころとする」の意であり， ここでは， 出家者が生活の糧を得るために城の近くに住ん
でいたことを示すものと考えられる。方広は単に「城傍（城の傍に)」と訳している。

'2「無所有鹿」とは「いかなるものもそこに存在しない三昧の境地」 （｢佛教語大辞典」 1329頁参照）である。方広には「無
所有虚定」と訳されている。

'3「遠方より来至せるを見て」とは「近づいてくる菩薩が． まだ遠くに見えるのに」というような意味であろうと思われる。
M「奇特の念」とは「いまだかつて感じたことのないような不思議な想念」の意である。方広には「心生希有（心に希有を
生じ)」と訳されている。
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きょうたん

を見よ」と。彼ら（弟子たち）は答えたり。 「われらも， 同じく， それを観察せり。彼は甚だ驚歎

すべき ［人物］なり」 ［と]。

160 それから比丘らよ’われは15． アーラーダ．カーラーマのいるところに近づき， アーラーダ．カー
ぼんぎよう

ラーマにかくの如く言えり。 「いざ， われはアーラーダ．カーラーマのもとにて16,梵行17を修学す

べし」 ［と]｡彼は言えり。 「さればゴｰﾀﾏよ・浄信ある震娃学'8がそこにおいて[修行すれば］
労苦少なくして惹知1，を獲得するところの,かくの如き法の教説のもとにて修行せよ」 ［と]・
比丘らよ’われは自らかくの如く思念せり。 ｢われI猫薬"あり,し雑あり,し盤あり,豐諜あり，
ちえ ひと

智慧あり。さればいざ,その法を正しく獲得し,げ鏡誰2'せんがために, われは独りで,不放逸かつ
熱心に,雛の行22に住すべし｣ [と]。
そして，実に比丘らよ’ われは独りで，不放逸かつ熱心に，遠離の行に住し，労苦少なくして，

えとく げんしよう

その法を正しく会得し，現証したり。

その時,比丘らよ’われはアーラーダ・カーラーマのもとに赴き，かくの如く言えり。「さて，アー
おんみ たぐい げ

ラーダよ’御身はかくの如き類の法を会得し，現証したるや」 ［と]。彼は言えり。 「実に， ゴータ

マよ・それ， その如くなり」 ［と]。われは彼に認言えり。 「されば， われもまた，その法を現証し，

会得したり」 ［と]o彼は言えり。 「しからぱ，実に， ゴータマよ’ われが知るところの法，それを

御身もまた知り，御身が知るところのもの，それをわれもまた知る。それ故に， この弟子衆をも，

われら両名が教導すべし24｡」

かくして，実に比丘らよ’アーラーダ・カーラーマは最高の尊敬を以てわれを供養したり。また，

詮淫桑手湊たちの中でも，われを[師と］同等なる地位に置けり2‘・
比丘らよ’ われは自ら，かくの如く思念せり。 「この， アーラーダの法は，解脱に導くものにあ

らずして， それを行ずる者に"完全なる苦滅銘を成就せしめるものにあらず。されば， われはこれ
すぐ じん<′

よりも勝れたるものを尋求して，修行すべし｡」

162 かくして比丘らよ， われは，心ゆくまでヴァイシャーリーに住したるのち，マガダ国に向かって

遊歴し，マガダ国のラージヤグリハなる都城29，そこに赴き， また，山の王なるパーンダヴア30のふ

'5直前の場面までは， 「菩薩は」という表現で主語を客観的に描写していたが， この場面では「われは」という表現で主観

的に描写している。典拠になっている文献が異なっていたり，著者の意識が明確でなかったりして． このような混乱が発

生するものと思われる。

16チベット訳は「いざ， アーラーダ・カーラーマよ’御身よりわれは」という意味の訳文になっている。

'7「梵行」 (brahma.carya)とは「さとりに至る実践行」であり， 「婬欲を断ち，戒律を護持する消浄な修行」を意味する。

18「族姓子」とは「良家の子。立派な男子。善良な紳士」の意である。 「佛教語大辞典」890頁参照。

19「遍知」とは「あまねく知り尽くすこと。さとりの智慧」の意である。 「佛教語大辞典」 1213頁参照。

鋤「願楽」とは「知ろうと欲すること。ねがいこのむ」の意である。 「佛教語大辞典」200頁参照。

2! 「現証」とは「あきらかに見通すこと」である。

型「遠離の行」とは「世俗的なものから遠ざかり離れ． けがれとまじわらず．寂静のうちに過ごすこと」である。

鄭チベット訳には「彼に」 (tam)に当たる訳語がない。

24「教導すべし」の原文はpariharavahである。方広には「教授」と訳されている。

鱈「近住弟子」 (antevasin) とは「阿闇梨（師）の下に住み．教授を受ける者」の意である。 「佛教語大辞典」431頁参照。

鰯方広には． この部分が「諸学徒中以我一人為其等侶」と訳されている。

万「それを行ずる者に」 (tatkarasya)は．チベット訳には「それを行ずるとも」 (debyedpa) と訳されている。

錫「中巻」には「完全なる苦の消滅」と訳したが， 「完全なる苦滅」と訂正する。 「苦の完全なる消滅」の意である。

29rajagrhaは「王舍城」と漢訳される。 「ラージャグリハなる都城」の部分は，チベット訳には「ラージヤグリハの大都城」
(rgyalpohikhabkyigronkhyerchenpo) と訳され．方広にも「王舍大城」と訳されている。

"panjavaは「王舍城の五山の一」とされ， また， 「佛， 出家後七日にして，王舎城に来り，托鉢し終り， 人人にこの市の
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もとに達したり。その山王パーンダヴァの中腹に， われは独りで， 同伴者なく，仲間なけれども。
コーテイーナユタ

幾百千拘砥那由多もの天神衆に守護せられて住したり。
しんちょうじ

それから， われは，晨朝時31において， 内衣を着け，鉢と上衣とを持って32, タポーダ（温泉）

門銘より， ラージャグリハの大都城に，托鉢すべ<入りたり。前進するも後退するも，前方を見る
そうざやり え はくきん じ

も左右を眺めるも， 身を屈するも伸ばすも優雅なりて，僧伽梨衣（大衣)鋤と帛巾35と鉢と衣類を持

すること綴にして,感官は散乱することなく，心を外面に表さざること献溺の如く，胡麻油の
くびき

壷37を持てるが如く範の長さ（足下前方の地面）を見ながら［都城に入りたり]・その時ラージヤ

グリハ(王舍城)の人々は《われを躯》見て,奇特の念を生じたり｡ ｢この労は, もしや梵天ならんや。
びしやもんてん

天主帝釈ならんや。あるいは毘沙門天ならんや。あるいは， いずれか山の神なるものならんや」

［と]。

そこで，かくの如く言われる。
く え

1．その時，垢稜あることなくして，威光無量なる

菩薩は，今や鋤， 自ら出家したまいて，
おんじゆん いぎ ぐそく

心は寂静なりて，温順に，威儀具足して，

山王パーンダヴァの中腹に住したまえり。

2．菩薩は，夜の明けたるを知るや40,
みぎれい

この上もなく身奇麗に着衣して，

鉢を持ち，謙虚なる心のままに，

彼は， ラージャグリハに托鉢のために入りたり。

164 3.鯰釜琶､の黄金の如<. よく清められ，
よろい

また，三十二相［の大人相］の鎧を着けたり。

女人のみならず，男衆もまた［彼を］眺めながら，
えんそく

誰もが， ［彼を］見ることに厭足を生じることなかりき。

4．宝の衣類と穀類とを以て飾られたる街路を，
うしろ

人々は掃除しながら，彼の後に従えり。

出家は何れに住するやを間ひ, p"4ava山の東面との答を得，其麗に到り給ふ」との註釈が見られる（赤沼智善編「印度

佛教固有名詞辞典」480~481頁参照)。方広は， この場面で， この山の名を「霊鷲山」としている。

3' 「農朝」とは「昼を三時に分けたうちの卯から巳の刻（午前6～10時）をいう。 「佛教語大辞典」787頁参照。

認「内衣を着け．鉢と上衣とを持って」の部分は，チベット訳では「内衣と上衣とを身に着け，鉢を持って」という意味の
訳文になっている。

詞「温泉門」の原語はtapoda-dvaraであり．方広にも「温泉門」と訳されている。

31 「僧伽梨」 (samghaﾛ） とは「大衣・重衣」ともいい． 「比丘の三衣の中で般大のもの」であり， 「説法や托鉢のために王
宮や聚落に入る時には．必ず着ける」ものである。 『佛教語大辞典」874頁参照。

お「帛巾」 (pa!a) とは「織ったばかりの模様のない絹ぎれ」であり． 「綬衣（まんえ)」と漢訳されることもある（｢佛教語
大辞典」 1288頁参照)。

弱「化人」(nirmita)とは「仏･菩薩が人の形に現われたもの。化作された人」の意である（｢佛教語大辞典」 1215頁「鍵化人」
参照)。

37チベッ卜訳は「胡麻油の満ちた壷」という意味の訳文になっている。

詔「われを」 (mam)は，東大主要写本に欠けており，チベット訳にもこれに当たる訳語はないから，元来なかったものと
思われるが，文脈上は． これを挿入したほうが分かりやすい。

弱「今や」の原文はihaである。チベット訳には， これに当たる訳語はない。

40「夜の明けたるを知るや」の部分は，方広には「於彼晨朝時」と訳されている。

4! 「紫磨金色」とは「紫色を帯びた金色」である。 「佛教語大辞典」546頁参照。
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「光明を以て都城全体を輝かしめる，
いったい

かつて見ざりし， この衆生は一体誰か」 ［と]◎
おくじよう

5．幾千名もの女人が，屋上に，あるいはまた，
もんじょう えんそう

門上に， さらには，円窓にも立って，
から

彼女らは，家を空にして，道路にあふれ，
さいしようにん

他の仕事は放置して，最勝人（菩薩）を眺めたり。
ぜんぜん

6． また， ［人々は］売買も全然行うことなく，

酒飲み42も酒を全く飲まざりき。
じようふ

最勝なる丈夫43の姿を観察せる時，
あんざ

［人々は］家にても道路にても安坐することなかりき。

7． ある男が，急いで王宮に行き，
き き

彼は嬉々として， ビンビサーラ糾王に告げたり。

「王よ，御身に最高の利得が得られたり。
な

この都城にて，梵天が自ら托鉢を為せり」 ［と]。

8． ある者は「[かの者は］天主帝釈なるべし」と言えり。

他の者は「スヤーマ天子（夜摩天王）なるべし」と言えり。

同じくまた，他の者は「サントゥシタ （兜率天王）か， または，
けらくてん

ニルミタ （化楽天）か， それともスニルミタ45の天神なるべし」と言えり。

9． ある者たちはまた， 「月天か日天なるくし46」と言えり。

はたまた， 「ラーフか，バリか， ヴエーマチトリン47なるべし」と。

ある者たちはまた，かくの如き言葉を語れり。
かた

「この方は，かの， 山王パーンダヴァに住する者なり」 ［と]・

10.かの48王（ビンビサーラ）は， この言葉を聞くや，

心に最高の喜びを得て，窓辺に立ち，

よく精錬された黄金の如く，威光に輝ける，

最勝衆生たる菩薩を眺めたり。

11． ビンバサーラ49王は, [かの］男釦に命じたり。

「[菩薩に］食物を与えしめ51, [その後］どこに行くかを見よ」と。

166

42「酒飲み」 (sonda=Saunda)とは「酒を好んで多量に飲む人」の意である。

43「丈夫」 (puruSa)とは「立派な男子」の意である。
･洲この王名については，写本中においてbimbisara(ピンピサーラ）とされたりbimbasara(ビンバサーラ）とされたりして．

混乱が見られる。

45sunirmitaは一般には「化楽天王」の名であるが，ここでは文脈上「他化自在天王」を指すものと思われる。方広にも「他

化主」と訳されている。

46「中巻」には「月か太陽ならん」と訳したが， 「月天か日天なるべし」に訂正する。

'7rahu・bali.vemacitrinはいずれも阿修羅王の名である。

48チベット訳には「かの」 (asau)に当たる訳語がない。

4，この王名をVaidyaの校訂本はbimbis2rahとし, SantibhiksuSastriはbimba(?mbi)saraﾛと校訂しているが，写本によれ

iXbimbaggrahと読む以外にはない。bimbisarahとする写本が見当たらないからである。

釦この「男」 (puruSa)とは，第7偶に登場する「王に菩薩の到来を簸初に告げた男」を指すものと思われる。チベット訳
には「かの人に」 (midela)と訳きれている。

5！この部分は，チベット訳には「食物を与えた後」 (bsodsiiomsbyinla)と訳されているが，方広には「王因勅左右。奉
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彼（菩薩）が最勝なる山（パーンダヴァ）に戻りたるを見て，

「王よ52，彼は山の中腹に居住せり」と告げたり。

12・人民の王ビンビサーラは，夜の明けたるを知るや．
いにょう

多くの家臣衆に囲続せられて，

山王パーンダヴァのふもとに赴き，

その山が威光によって輝けるを見たり。
しやが

13. [王は］車駕より降りて，歩行によって進み，

菩薩を，最高の敬意を以て眺めたり。
にんちゅうそん

かの人中尊53 （菩薩）は，あたかもメール山の如く，

動じるところなく， ［地に］草を敷いて［その上に］坐したり。
ずめん

14．王は［菩薩の］足下に頭面をつけて礼拝し，

さまざまの言葉を発して，語りかけたり。

「汝に［わが］全領地のうちの半分を与えるくし51．

この世における感覚的享楽を享受されよ。托鉢することなかれ｡」

15.菩薩は美妙なる《言葉を55》発したり。

「大地の主よ，久しく寿命を守らせたまえ。

われは，好ましき王国を捨てて， しかも ［それに］
あいじゃく じゃ<めつ

愛著あることなく， ［心の］寂滅を求めて出家したり｡」

16. [王は言えり］ 「汝は少壮にして，清新なる若さを有し，

身体の色つや美しく，勢威（元気）に満ちたり弱。
によにんし、う りょうじゆ

広大なる財物と女人衆とを領受57して，

この， わが王国に住して，愛欲を享楽されよ｡」

17.かの記マガダ王（ビンビサーラ）は［更に］菩薩に告げたり。

「われは汝を59見て，最高の喜びを得るなり。

わが全国民の同胞と成りたまえ。

われは汝に権勢を与えるべし。愛欲を享楽されよ。

18. もはや"茎織る聯iこ住することなかれ。
今よりは，大地に横たわることなく草の上に休むことなかれ。

汝の身体は， この上もなく優美なり。

この， わが王国に住して，愛欲を享楽されよ」 ［と]。

168

献菩薩食」 （王因って左右に勅して，菩薩に食を奉献し） と訳されている。

52「王よ」 (deva)に当たるチベット訳は「ある者が」 (khacig) となっており，梵文と合わない。

認「人中尊」とは「生きもののうちで最も尊い者」の意である。普通は「両足尊」という。 「佛教語大辞典」 1070頁参照。
別チベット訳は「与えるが故に」という意味の訳文になっている。

弱「言葉を」 (gira)は東大主要写本に欠けているが,"19偶に見られる同一の文を参考に挿入する。

弱チベット訳は「満ちたるが故に」という意味の訳文になっている。

57「領受」とは「わがものとして執すること」である（｢佛教語大辞典」 1428頁参照)c

銘チベット訳には「かの」 (sa)に当たる訳語がない◎

釣チベット訳は「御身の身体を」という意味の訳文になっている。

“チベット訳には「もはや」 (puna=punar)に当たる訳語がない。
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じゃきよく

19.菩薩は［王に],美妙なる，邪曲なくして愛すべき，
あいみん

有益にして哀感あふれる言葉を語りたり。

「大地の主よ，御身には常に吉祥あれ。
がん<′

されど，われは感覚的享楽を願求することなし。

20．愛欲は毒に似て，無限の罪過を有し，

［それに愛著する者を］地獄や餓鬼や畜生に堕さしめる。

また．愛欲は高貴ならずして，賢者には嫌悪せられる。

われもまた,汚れたる雛6'の如く ［それを]繕桑する。
21.愛欲は，樹上の果実の如く, [遂には］落下し，

去り行くこと，あたかも雨雲か雷雲の如し｡62

堅実ならずして．風の如く移るい易く，
ざんいつ おうわく

一切の浄善を散逸せしめ，証惑"する。
しょうすい

22．愛欲は，獲得せられざる間は， ［求める人を］樵悴せしめ，

また， ［たとえ］獲得されるとも，満足を生ぜしめることなし。
しんどん

若し自在ならざる者がみだりに［それに］親近すれぽ1,

その時，愛欲は恐るべき多大の苦を生ぜしめる。
よくらく

23．大地の主（王） よ，天界の欲楽なるものと，
しようみよう

更にまた，人間の欲楽の勝妙なるものとの，

全ての欲楽とが， ある人に得られたとせよ，
じ人ぐ

その者は， なおいっそう尋求して，満足を得ることなからん。
しんじやくじよう

24. されど，大地の主よ，心寂静にしてよく自制し’

高貴にして，煩悩なく，法の想念に満ち，

賢き智慧によって満足する者，彼らはよく満足する。
しか

而して，感覚的享楽には如何なる満足もあることなし。

25．大地の主よ，愛欲に専心しようとも，

かつて,肴溌鶴(感覚的欲望)には辺際あることなし。
へんざい

あたかも，人が海塩水を飲むに似て，
かわ

愛欲に専心すれば，いっそう渇きが増大する。

26．大地の主よ，更にまた， 身体を見られたし。
けんろう

それは恒常ならず，堅牢ならざる，苦悩の器械にして"・

城‘7の門より常に[汚稜を]漏泄する。
おわい ろうせつ

170

172

6! 「涕唾」 (khetapinja)は，チベット訳(narsnabs)によれば「鼻涕（はなじる)」を意味する。ここでは方広に従って「涕
唾」と訳した。 「涕唾」とは「泣いて出る鼻水や唾液」の意である。

62この一行のチベット訳は「あたかも雲や雨の如く去り行く」という意味の訳文になっている。

“「証惑」とは「たぶらかすこと，偽り惑わすこと」である。

61 「親近する」とは「愛好を示す，好意をもって近づく」の意である。

編「有為法」とは「因縁によって生滅する現象界の一切の事物」を指すが． ここでは「身心の活動から生じる感覚的欲望」

を意味するものと考えられる。

“「苦悩の器械にして」の部分は，方広には「衆苦作機関」と訳されている。

67「九孔」とは「肉体の九つの門」であI) ' 「両眼．両耳，両鼻． 口．大小便の九処」をいう （｢佛教語大辞典」 253頁参照)。
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王よ，われは欲楽に愛著することなし。

27. われは多大なる欲楽をも，あるいはまた，
みめうるわ

幾千もの見目麗しき女人衆をも捨て．

最高に安穏なる無上菩提を得んと欲して，

われは世俗の生存を楽しむことなく， 出家したり」 ［と]。

【王は言えり681

28． 「比丘よ，汝は， どの地方の， どこより来たれりや。

汝の生まれはどこか。汝の父はいずこに。母はいずこに。

［汝は］クシャトリヤか，バラモンか，それとも王侯か。

比丘よ， もし負担に思わざれぱ，語りたまえ｡」

【菩薩は言えり69】

29． 「大地の主よ， シャーキヤ（釈迦）族のカピラ城は，
ほうじょう

最も豊饒にして富裕なりと知られたり。
じようぼん

わが父はシュドーダナ（浄飯） と名づけたり。

われは美徳（善道)70を求めて，そこより出家したり｡」

【王は言えり7'】

30． 「汝の知見はよく観察せられたるものにして，汝は正善なり｡72

汝の出生樫たりしもの73,われもまたその弟子なり。
ぜんあい

われ74,染愛75なき者（汝）を愛欲に招待したりとはいえ，

願わくは, われを藻芯より祁惹鬘したまわんことを。
31. もしも汝によって菩提が證得せられたならば，

な

その時，法の支配者なる者（汝）は．われに分与を為したまえ77．
じそ人Lや

しかもまた， 自存者よ， ［汝が］この78わが領土に住したまうが故に，

われには，最高の利得がよく得られた［も同然な］ り。」

32．それから更に，王は［菩薩の］足下に敬礼し，
うにょう な

うやうやし〈右逵を為したるのち，
けんぞくしゆう いにょう

人民の主（王）は， 自らの春属衆に囲驍せられて，

再びラージャグリハ（王舍城）に戻りたり。

174

鶴発言者が菩薩から王へ交代するので．多くの写本に「王は言えり」 (rajaha)が挿入されているが．幾つかの主要な写本

には， この挿入部が欠けている。チベット訳においても． この部分を挿入している版本と省略している版本とがあり，い

ずれとも決しがたい。

的上註68と同様であり， 「菩薩は言えり」 (bodhisattvaaha)を挿入すべきか否か， いずれとも決しがたい。

”「中巻」にはgunaを「功徳」と訳したが，適訳でないと思われるので「美徳（善道)」と訂正する。

7｣上註68と同様であり． 「王は言えり」 (rajaha)を挿入すべきか否か．いずれとも決しがたい。

72この一行は，方広には「善哉大導師」とのみ訳されている。

73「中巻」には「汝を生み育てたるところのもの」と訳したが， 「汝の出生の基たりしもの」に訂正する。なお，方広にはこ

の行全体が「我本臣ﾘ汝」 （我れ本汝に臣事せり） と訳されている。 「国訳一切経」 （本縁部九, 148頁）参照。

7．‘チベット訳には「われ」 (maya)に当たる訳語がない。

75「染愛」とは「情欲が対象に染まって愛着することc また，欲望の意」である。 「佛教語大辞典」845頁参照。

76「深心より」 (aSayena)は．方広には「哀感して」と訳されている。

‘‘ 「われに分与を為したまえ」の部分のチベット訳は「法の分与を為したまえ」という意味の訳文になっている。

78チベッ卜訳には「この」 (iha)に当たる訳語がない〕
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33．世間の庇護者（菩薩）は，マガダ［国］の町に入りて，

満足するまで，寂静なる心を以て安住し，

天神や人間たちに利益あらしめたるのちに，

人中尊（菩薩）はナイランジャナ-79河の岸辺に赴けり。

[以上］ 「ビンビサーラ来詣品」と名づける第16章なり。

第17章（苦行品)80

176 実にまた，比丘らよ’その時， ウドウラカ．ラーマプトラ8! (ラーマの子ウドウラカ）は，多く
え じ

の弟子衆，七百名の弟子たちと共に， ラージヤグリハ（王舍城） と名づける82大都城に依止して認
ひそうひひそうじょ

住したり。彼は，彼ら（弟子衆）にく非想非非想虚84>の戒行に相応する法を説けり。実にまた，

比丘らよ’菩薩は， ウドウラカ・ラーマプトラが僧団の主，集団の長群衆の師にして，名声あり，

尊重され，多くの人々に供養され,賢明にして，崇敬せられたるを見たり。また， ［それを］見るや，

彼（菩薩）はかくの如く思念したり。 「さてもまた， このウドウラカ．ラーマプトラは僧団の主，

集団の長群衆の師にして，名声あり，尊重され，多くの人々に供養され，賢明にして，崇敬せら
おもむ

れたり。 もし， われが彼（ウドウラカ）のもとに赴きて戒行と苦行とを始めざるとすれば，彼はわ
げんぜんち

れに対して「最勝なり」との思念を生じざるくし。また，現前知（面前での直接的知識）によって
う い うろ

の理解を生じることなく， また，有為（生滅変化する無常の存在）にして有漏（煩悩の汚れを有す

る状態)なる,域善《(執着の念)を有する禅定.彗藤.尋圭鵠に対して非難が加えられざるくし。
ばぅべん きょうがい

さればいざ，われは，かくの如き方便を示すべし。すなわち，それによって，彼らが禅定の境界（境

l78地)及び等至の蔬譲"に関して現前知を得たるものとなり．世俗的な三昧は出離(解脱の境地)に
しゆつり

導くものにあらざることが示されるべきところの［方便を]。いざ，われは， ウドウラカ．ラーマ

79原文では韻律のためにniranjana(ニランジャナー） と表記されているが，通常はnairarijana(パーリ語ではnerafijara)

と表記され，漢訳には「尼連禅河」と音訳される。方広はこの場面で「尼連河」と訳している。ナイランジャナ－河は「釈

尊が成道直前に浴した河」であり． 「金流（こんる)」とも呼ばれる。 「金流」とは「尊い川」「清き流れ」の意である。 「佛

教語大辞典」423頁参照。

劇)方広にも「苦行品」と訳されている。

81udrakaramaputraは「ラーマの子， ウドゥラカ」の意である。多くの写本はudrakaをrudrakaと記しているが． BHSD
(Rudrakaの項）に指摘されているように. rudrakaはudrakaの誤写であることが明らかである。出家後の釈尊が師事し

た2名のうちの一人である， この人の橘はパーリ語ではuddakaramaputtaであり，漢訳の音写（方広「烏特迦｣;普曜「諺

頭藍弗｣）からも．その原語がudrakaであったことに疑いはない。

82チベット訳には「名づける」 (nama)に当たる訳語がない。

郡「依止」とは「たよる， よりどころとする」の意である。前章の註llを参照されたい。

税「非想非非想鹿」とは「表象があるのでもなく，表象がないのでもない三昧の境地」 （｢佛教語大辞典」 ll25頁参照)。なお，

チベット訳には「虚」 (ayatana)に当たる訳語がない。

85「等至」 (samapatti)とは「身心の平等で安らかな状態」 （｢佛教語大辞典」 1004頁参照） をいう。 「無欲無心にして定まっ

た境地」であり．禅定や三昧と同義語と見なしうるであろう。

劇;「所縁」 (arambana)とは「心作用を引き起こす原因となるもの，認識の対象」を指す。
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し命しよう

プトラのもとに赴きて，わが三昧の功徳の殊勝なることを顕示せんがために， ［彼の87］弟子となる
う い

ことを忍受して，有為なる三昧の堅実ならざることを示すべし」 ［と]。

時に比丘らよ，菩薩は， この理由によるが故に， ウドゥラカ・ラーマプトラのいるところに近づ
きみ

けり。近づきて，ウドウラカ・ラーマプトラに，かくの如く言えり。 「卿よ，あなたの師は誰なりや。

あるいは，誰によって示されたる法を， あなたは了知せるや」と88．
きみ

かくの如く言われて， ウドウラカ・ラーマプトラは，菩薩にかくの如く言えり。 「卿よ， われに

師たる者は一人もなし。しかれども， われは自ら， これを正しく證得したり」 ［と89]。

菩薩は言えり。「あなたは何を了知したるや｣。 ［彼は]言えり。「非想非非想虚卯の等至の道なり｣。

菩薩は言えり。「【われは9'】あなたより， この三昧の道の訓戒と教示とを得んことを欲す｣。[彼は］

言えり。 「よろしい」と,腱，， (途中は省略して).訓戒が与えられたり。
けっかふざ しゅしよう

それから，菩薩は一方に行き，結珈畉坐して坐せり。坐して間もなく，菩薩の福徳の殊勝なるこ
ぜんしゅ

と， また，知の殊勝なること， また，前世に善修せる所行の果報の殊勝なること， また，一切の三

昧の習熟の殊勝なること， また， もちろん［彼の93］心の自在なることの故に，幾百別もの世俗的な

[超世俗的な95］等至の全てが， ［それぞれの］様相を有し，特性をそなえて［心中に］現前した

り％。

かくして菩薩は，正念かつ正知にして，座より立ち上がり， ウドウラカ・ラーマプトラのいると
きみ

ころに近づき来たりて， ウドウラカ・ラーマプトラにかくの如く言えり。 「卿よ，非想非非想虚の

等至よりも上に，何か別の道ありや｣。彼は答えたり， 「あらず」と。

時に，菩薩はかくの如く思念せり。 「ウドウラカのみに《浄信97》，精進正念，三昧，智慧ある

にあらず。われにもまた浄信精進正念．三昧，智慧あり」 ［と]。
きみ しようとく

時に，菩薩はウドウラカ・ラーマプトラにかくの如く言えり。 「卿よ， あなたが證得せるところ
えと<

の法，それをわれもまた会得したり」 ［と]。彼は答えたり。 「しからば，来たれ。御身とわれとで，

これらの［弟子］衆を教導すべし」 ［と]。そして，菩薩を［自らと］同等なるものとして師の座に

180

87チベット訳には「彼の」に当たる訳語(dehi)がある。

黙チベット訳には「～と」 (iti)に当たる訳語がない〔

89レフマン校訂本にはiti (～と）が付加されているが． これは全写本に欠けているので．削除すべきである。

帥「非想非非想虚」の原文が，東大主要写本ではakimcanyayatana (無所有虚） とされているが． これは文脈上「非想非非
想虚」でなければならないから．チベット訳を参考に．諸刊本の校訂に従う。

9! 「われは」の原文vayamは東大主要写本には欠けている。なお， 「われは……得んことを欲す」の原文labhemahi (vayam)

は複数形(opt. 1pl.)であるから「われらは……ｲ!1:んことを欲す」の意となる。 もし文脈により主語（菩薩）を単数とみ

るならば,vayamを削除しlabhemahiをlabheyahiと読むのが適切かもしれないが，ここでは単数形の代わりに複数形（い

わゆる「威厳複数」の用法）が用いられているものとみなす。

92この場面での「乃至」 (yavad)は， 「非想非非想腿の三昧の方法に関する訓戒」について，その内容を省略する旨を示す

ものと思われる。

93チベット訳には「彼の」に当たる訳語(de)がある．

9$チベット訳にはbrgyaston(百千） と訳され．方広にも「百千」と訳されている。

95写本には「超世俗的な」に当たる原語(lokottarani)があるが，チベット訳にも方広にも・ これに対応する訳語はなく．

文脈上も削除すべきである。

粥「等至の全てが」以下の部分は，方広には「随彼論定所有差別種種行相皆現在前（彼の諸の定に随い，あらゆる差別，種々

の行相．みな前に現在せり）」と訳されている。

97「浄信」 (Sraddha)は東大主要写本に欠けているが．チベット訳によっても文脈上も必要である。なお， この語を含む直

後の部分が．普曜には「藍弗無信◎獅吾有信。藍弗無精進念定意智慧。凋吾有之」と訳されている。
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就かしめたり。菩薩は言えり。 ｢繭よ’この[非想非非想虚の]道は嚴離鯛に導かず.難談に導かず．
じゃ<めつ じゃくじょう じんずう とうしょうがく しやもんどう

寂滅に導かず，寂静に導かず，神通（超越的知見）に導かず，等正覚に導かず，沙門道に導かず，
ばらもんどう

【婆羅門道に導かず鯛】違鑿に導かざるなり」 [と]・
ゆうい人

かくして，比丘らよ’菩薩はウドゥラカ・ラーマプトラ'00を，弟子ともどもに， よく誘引したる

182のち，やがて「[これで］十分なり」と考えて, [そこから］去れり。 「これ（非想非非想虚）は，

われには不要なり」とて'01．
しか ごぐんけんじや ぼんぎよう しゆじ、う

而して実に， その時，五群賢者'02は， ウドゥラカ・ラーマプトラのもとにて梵行を修習しつつあ
じようや

りき。彼らは，かくの如く思念せり。 「われらが， そのために，長夜において（長期間にわたり）
じんぐ ごんしゅ きよくち くきょう しやもん

尋求し勤修したるも，極致あるいは究寛に到達することを得ざりし，それ（その境地）に，沙門ガ

ウタマ'‘3は勢少なくして到達し,證得せり。されど,彼はそれに満足せず, さらにその上を希求せ
しようとく

な

り。疑いなく，彼は世間の教師と成るべし。彼が證得するであろうところのもの， それを［彼は］

われらにも分与すべし」と。かくの如く考えて，五群賢者はウドゥラカ・ラーマプトラのもとより

去って，菩薩に従えり。

かくして，比丘らよ’ 《菩薩は'"》望むがままに'05ラージャグリハ（王舍城）に住したるのち，五

群賢者とともに，マガダ国を遊行し，遍歴したり。
うたげ

さてまた，その時， ラージヤグリハとガヤー'06との中間において，ある衆が宴を催したり。その

衆からも，菩薩は，五群賢者とともに，休息と食物との供養を受けたり｡'07

かくして，比丘らよ’菩薩はマガダ国を遊歴しつつ， マガダ国のガヤー'08なるところ， そこに赴
いた超

き，そこに到達したり。実にまた，比丘らよ’菩薩は［煩悩の］断滅のために，ガヤー山の頂き1鱒

184に住したり。彼がそこに住したる時，かつて聞かれず，かつて知られざるく三種の響嚥〉が［心に］
けんげん

顕現したり。 ［その］三種とは何か。実に， ある沙門・婆羅門たちは，諸愛欲から身体が離れるこ

となく 【住せり｡】， 《また》 【諸愛欲から】心が離れることなくして住せり。しかもまた，彼らの愛

蝿「厭離」とは「世俗を厭い離れること」である。

鱒【 】内の原文は全写本に記されているが．文脈上不要であり．チベット訳にも方広にもこれに対応する訳文は見当たら

ないので．本来はなかったものと思われる。なお方広には． この箇所を含む前後の部分が「非為正路。非脈離法。非沙門

法。非菩提法。非浬藥法」と訳されている。

'伽'チベット訳には「ウドウラカ」に当たる訳語のみがあり． 「ラーマプトラ」に当たる訳語は欠けている。

101｢弟子ともどもに」以下の部分のチベット訳は「弟子ともどもに．傾倒せしめたるのち， 「これで十分なり」 と満足して去

るに至れり」という意味の訳文になっている。

'0塾｢五群賢者」 (paficakabhadravargiya) とは「後に仏陀釈尊の最初の弟子になる五名の修行者から成るグループ」のこと
である。方広には「五賊陀羅（ごばつだら)」と訳されている。

'(卿釈尊の姓は，通常パーリ語発音で「ゴータマ」と呼ばれるが，本著では．梵原語gautamaをそのまま写して「ガウタマ」

と表記する。

'(》i｢菩薩は」 (bodhisattvo)は東大主要写本に欠けているが，チベット訳にはこれに当たる訳語がある。

'(陽｢望むがままに」 (yathabhipretam) とは「心ゆくまで；好きなだけ」の意である。

'(鰯｢ガヤー」 (gaya)は，チベット訳にrigaya (ガヤー山） と訳され，方広にも「伽耶山」と訳されている。

'("以上の「五群賢者がウドゥラカのもとから去って菩薩に従った」とする部分は,Mv(11.pp､119~123)の対応部分の記述

には含まれていないから，後代に創作され挿入されたものであろう。

'{脇この「ガヤー」 (gaya) も．チベット訳にはrigaya(ガヤー山） と訳されている。

Io9gayaSirgaparvataは「ガヤーの頭（ガヤーの峰）と呼ばれる山」の意であるが，ここでは「ガヤー山の頂き」と訳した。 「ガ
ヤー山（ガヤーの峰)」は「伽耶城の西南にある山」であり， 「伽耶山」あるいは「象頭山（ぞうずせん)」と訳される。 「象

頭111」の名の由来は．その山に「象の頭に似た大岩」があったことによるとされる（赤沼智善編「印度佛教固有名詞辞典」

201~202頁参照)。
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欲への鱸,愛欲への寶薯愛欲への艤求愛欲への'",愛欲への瀧llO,愛欲への迷悶lll,愛
ねつのう しゅうじや<

欲への熱悩，愛欲への執着なるもの，それも鎮静せられずしてあれば，いかに彼らが自ら［の身体］

を傷つけ， 《身体を痛めつけて,》苦しく，激しく，恐ろしく，苛烈なる［苦の］感覚を受けようと
あた

も112, なお，その場合に，彼らは人間の法より上の，全く神聖なる最勝の知見を''3證得すること能

わざるなり。あたかも，ある人が火を必要とし，光明を欲し，光明を求めてll4,彼がll5湿った［下
まさつぎ き

部の］材木と湿った［上部の］摩擦木とを取って， ［それらを］水中に置いて讃るが如くにして，
あた

彼は火を起こし火を発生せしめること能わず''6．全く同様に， これらの沙門・婆羅門にして，諸愛

欲から身体が離れることなく， また［諸愛欲から''7]心が離れることなくして住し， しかも，彼ら

の愛欲への歓喜，愛欲への貧著，愛欲への願求，愛欲への飢渇愛欲への渇望ll8,愛欲への迷悶，

愛欲への熱悩ll9,愛欲への執着なるもの， それも鎮静せられずしてあれば，いかに彼らが自ら［の

身体］を傷つけ， 身体を痛めつけて，苦しく，激しく，恐ろしく，苛烈なる［苦の］感覚を受けよ

うとも12(),なお，その場合に［彼らは]'2!人間の法より上の，全く神聖なる最勝の知見を'22證得する
あた

こと能わず。これが，菩薩［の心］に顕現したる第一の響嶮なりき。

さらに，彼（菩薩）はかくの如く思念したり。これら沙門・婆羅門にして，諸愛欲より身体と心
うんぬん ないし

とが離れて住するも，彼らの愛欲への歓喜．云々と，全てが前述の如くなされて，乃至，火を求め

るとしても，彼が湿った［下部の］材木を取って陸の上に置き，湿った［上部の］摩擦木で讃るが

如くにして，彼は火を起こすこと能わず。全く同様に， これらの沙門・婆羅門にして，云々と，全

てが前述の如くなされて，乃至， 人間の法より上の，全く神聖なる最勝の知見を'露證得すること能

わず。これが［菩薩の心に］顕現したる，かつて聞かれず知られざる，第二の臂喰なりき'24。

186

''0チベッ卜訳には「愛欲への飢渇,愛欲への渇望」に対応する部分としてhdodpalaskompa(｢愛欲への飢渇」または「愛
欲への渇望｣）の一語しかない。

!!!チベット訳には「愛欲への迷悶」に当たる訳語はない。

112｢苦しく……感覚を受けようとも」の部分は． チベット訳では「激しく、恐ろしく、苛烈なる苦の感覚を受けようとも」

という意味の訳文になっている。

113｢人間の法より上の，全く神聖なる最勝の知見を」に該当するチベット訳は「すぐれた人間の法を超えて最高に達する，

神聖なる最勝の知見を」という意味の訳文になっている。

'M｢火を必要とし，光明を欲し，光明を求めて」の部分は，チベット訳にはただ「火を欲して」 (mehdodla)とのみ訳され

ている。

ll5チベット訳には「彼が」 (sa)に当たる訳語はない。

''6｢火を起こし火を発生せしめること能わず」の部分は．チベット訳にはただ「火を起こすこと能わず」という意味の訳文

になっている。

Il7チベット訳には「諸愛欲から」に当たる訳語(Pdodparnamslas)がある。

Il8チベット訳には「愛欲への飢渇.愛欲への渇望」に対応する部分としてhdodpalaskompa(｢愛欲への飢渇」または「愛
欲への渇望｣）の一語しかない。

'19｢愛欲への迷悶」と「愛欲への熱悩」は．チベット訳では前後入れ替わっており． 「愛欲への熱悩，愛欲への迷悶」という
意味の訳文になっている。

'甑)｢苦しく……感覚を受けようとも」の部分は．チベット訳では「激しく，恐ろしく、苛烈なる苦の感覚を受けようとも」
という意味の訳文になっている。

'2'チベット訳には「その場合に」 (tarhi)に当たる訳I語はなく．逆に「彼らは」に当たる訳語(dedag)があるので．原文
をtarhiではなく tehiと読むべきかもしれない。

'22上註ll3に同じ。

'郵上註113に同じ。

'2ｲこの部分を直訳すれば， 「この，かつて聞かれず知られざる．第二の警嚥が［菩薩の心に］顕現したり」であるが，あえ
てこのように意訳した。
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また次に， これら尊敬すべき'25沙門・婆羅門にして，諸愛欲から身体と心とが離れて住し， さら

に，彼らの愛欲への歓喜，云々と，全て略して，それもまた彼らには鎮静せられたり。しかもまた，

彼らが自ら［の身体］を傷つけ，身体を痛めつけて， 《苦しく'記,》激しく，恐ろしく，苛烈なる［苦

の］感覚'27を受けるならば， その時，実に彼らこそは，人間の法より上の，全く神聖なる最勝の知
あた

見を'露證得すること能うべし。あたかも， ここに人ありて'釣，火を必要とし，光明を欲し，光明を

求めて，彼が乾いた［下部の］木材と乾いた［上部の］摩擦木とを取って，陸の上に置いて讃るが

如くにして，彼は火を起こし，光明を発せしめることを得る。全く同様に， これら尊敬すべき'抑沙

門・婆羅門にして，云々と，全て前述の如くにして， ［苦の］感覚を受けるとすれば，その時なお，

彼らこそは人間の法より上の，全く神聖なる最勝の知見を'31證得すること能うべし。これが［菩薩

の心に］顕現したる，かつて聞かれず，かつて知られざる，第三の臂瞼なりき。

その時実に，比丘らよ’菩薩はかくの如く思念せり。 「われは，今,諸愛欲から身体が離れ， また，

[諸愛欲から］心が離れて住せり'32。さらに，われの愛欲への歓喜,云々と，全て前述の如くにして，

それもまた， われには鎮静せられたり。 しかもまた，われが自ら［の身体］を傷つけ，身体を痛め

つけて，苦しく，云々と， 中略して，乃至， ［苦の］感覚を受けるとすれば， その時，実に， われ

は人間の法より上の，全く神聖なる最勝の知見を'泌證得すること能うべし」 ［と]。

かくして実に,比丘らよ’菩薩は望むがままに, がﾔｰのガﾔｰｼｰﾙｼｬ山!細‘ (蒙紬)に住
したるのち，徒歩によって遊行遍歴しつつ， ウルヴィルヴァーのセーナーパテイ'35村なるところ，

もくよくだん

そこに赴き，そこに到達したり'調。そこにおいて［菩薩は]，水清<して， よき沐浴段があり137,端
そうりん しようご人

麗なる樹木と叢林に荘厳せられ，近隣に托鉢のできる村がある， ナイランジヤナ－河'銘を見たり。
ちしょ

また，その時,菩薩の心は大いなる満足を生じたり。「まことに，この地処は平らかにして心地よく，

独居黙考するに適したり。これは,鱈蝿特'3，を職する震蛙芋(善舅芋)'40にとって充分なり。わ
どつきょもつこう

ここ

れもまた断惑行を願求するが故に，いざ，われは此処にこそ住すべし」 ［と]。

かくして実に，比丘らよ’菩薩はかくの如く思念せり。 「われは， このジャンプドウヴイーパ

188

190

lおチベット訳には「尊敬すべき」 (bhavantah)に当たる訳語はない。

'弱｢苦しく」 (duhkham)は東大主要写本に欠けているが・文脈上， またチベット訳によっても， これを挿入すべきである。

I"｢苦しく」以下の部分は，チベット訳では「激しく、恐ろしき苦の感覚を」という意味の訳文になっており， 「苛烈なる」

(katukam)に当たる訳語はない。

'諾上註113に同じ。

'鋤チベット訳には単に「ある人が」 (skyesbushig)と訳されている。

'鋤上註125に同じ。

131上註113に同じ。

l32チベット訳は「諸愛欲から身体が離れて住し、諸愛欲から心が離れて住せり」という意味の訳文になっている。

'錘上註113に同じ。

134gayaSirSaparvataについては，上註109を参照されたい。

135UrUvilvaは地名, senapatiは村名であり，釈尊が苦行した場所である。ただし，方広には「優櫻頻螺池側東面」と訳され

ている。

'猫チベット訳は「そこに赴き，到達したり」という意味の訳文になっている。

l訂｢よき沐浴段があり」 (sOpatirtha)は，方広には「涯岸平正」と訳されている。

'38nairanjana(尼連禅河）については，上註79を参照されたい。

'釣｢断惑行」 (prahapa)とは「煩悩を断ずるための修行」の意である。

,40｢族姓子（善男子)｣ (kulaputra)には「良家の子；善良な紳士；立派な若者；正しい信仰を持つ人」などの意味がある。

在家の男性信者に対する敬称として用いるが，菩薩に対して用いる場合もある。
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えんぶ超い どじょく らいげ しんげ

(閻浮提)''1に，五濁［悪世]'42の時に来下せり。衆生は劣悪なるものを信解し，外道の衆に満ち，
と

種々の邪見に陥り， 身体に食物を摂ることに執着しl･13,愚者'棚たちは種々なる痛苦・熱苦［を受け

ること］によって身体の145清浄を求め, [その道を］教示せり。例えば,かくの如し。マントラ'46(呪
な こつじき しょく

文）を用い，手を舐め，乞食をせず，言葉を話さず，種々の［植物の］根を食し，魚・肉を'47食さ

ず,雨季に外出せず,酒(ｽﾗｰ)Ms.".水を雲らず, ;r".3軒･5軒･7軒の家より食を受け，
みずくさ

根.果実.シャイウァーラ‘4' (水草の一種) .クシャ草'鋤.葉.牛の糞.牛の尿.阜朧.'荊溌.蔬'訓．
かんしょじる なま そん

甘蕨汁（さとうきびの濃汁） ・生の粉を飲食し，鶴や鳩が噛み吐いたものを洗って食し， また．村
じゅう りんじゅう あらんにやじゆう こ'かいぎよう

住か林住（阿蘭若住）によって'52生活し，牛戒行（牛の言動をまねる苦行）や鹿・犬・野猪（イノ
な ひとくち

ｼｼ) .猿.象の戒行を為し,直立し,沈黙し,勇者の如く坐し, また,一口[だけ]食し,分室'詞，
ななくち

七口［だけ］食し， また，一昼夜の，乃至．四・五・六昼夜の間に一回だけ食し， また，半月の断
はげわしふくろう

食.ひと月の断食.月の行程に合わせる断食を鳥し!融, また,禿鷲や巣の翼を身に着け,また,樹皮．
ムンジャ草.ｱｻﾅ樹!弱(亜麻?）の皮.グﾙバ草.グｧﾙヴｱゾﾔ草'錨.蕗疑の毛皮.毛髪[製］

まと いばら

の上衣・獣皮の衣服を纏い，濡れた布・露台の上・水中に横たわり，灰・砂利・石・板・鰊・草の
こんぼう そんざ

葉・梶棒の上に横たわり，倒立し，鱒坐し157,露地に横たわり， また，一枚の衣服，二枚，三枚，
ぜしょ

四枚,五枚,六枚,七枚, さらに多くの衣服を着け｡ また.裸体になり，是虚(適当な場所) と非

192

M'jambudvipa (間浮提：間浮洲）は「須弥山の南方に位世するとされる大陸の名」である。人の住む四大洲の一つとされ，

インド亜大陸からイメージされた人間世界を指す("19巻第1号所載の拙訳［註l24]参照)。

'12原語はpancakaSaya (五濁）であるが．方広には「ﾉI濁悪世」と訳されている。五濁とは「劫濁・見濁．煩悩濁．衆生濁．
命濁の五つのけがれ」を指す。

l43チベット訳は「執締する時に来たれり」という意味の訳文になっている。

'柵｢中巻」にはsammUdhaを「愚癌者」と訳したが， 「愚者」に訂正する。意味は同じである。

'i5チベット訳には「身体の」 (kaya)に当たる訳語はない。

146mantraは通'鮒「典喬」と訳され， 「真実のことば」の意を有し，密教では「仏・菩薩など，およびそれらのはたらきを表

示する秘密の語」とされるが． 「不可思議な験を有する秘密語」として「呪詞；呪文」とも訳される （｢佛教語大辞典」
640頁「呪｣;781頁「嵐簡」参照)。

'I7チベット訳には「肉・魚を」 (Sadanfia) と訳されている。

l･蛸｢仏典では酒は三つに類別される。食物からつくったスラー． 果物および植物の茎や根を原料にしたマイレーヤ

(maireya)．以上の二者がまだよく発酵しない状態ではあるが人を酔わせるに足るマディヤ(madya)の三種。また穀酒．

果酒．薬草酒の三樋とすることもある」が． スラーは「穀酒」に当たる（中村元「佛教語大辞典」628頁「酒｣:860頁「翠
羅」参照)。

'･'9Saivala(=saivala)は「青浮草（アオウキクサ)」の一種である。

'3)｢クシヤ京」 (kuSa)については．第20巻第1号所載の拙訳（註436)を参照されたい。

'5'｢乳魔」 (payasa)は「牛乳で煮た米（乳粥)｣． 「乳酪」 (dadhi)は「牛乳を発酵させて飲みやすくしたもの（凝乳)｣． 「麻」
(sarpis)は「糀製された牛酪（バター)」である。

152｢中巻」には「村と林野の［の両虚］にて」と訳した（｢林野の［の両虚]」は「林野［の両虚]」の誤記）が． 原文
(gramyarapyabhihcavrttibhih)には「両虚にて」の意味は含まれていないと思われるので， 「村住か林住（阿削若住）

によって」と訂正する。仏教僧伽には「村住比丘」 と「林住（阿蘭若住）比丘」との区別があり，両者にはある意味の対

立関係が見られたことが指摘されているが． この場合． どちらかを選ぶことが出家の作法とされていたものと思われる。

辛鴫静志「初期大乗経典は誰が作ったか－阿間若住比丘と村住比丘の対立一」 （｢佛教大学総合研究所紀要」2005［別冊
2］所収）参照。

'認｢乃至」とは， この場合「二口から六口までの記述を省略する」との意である。

i5I｢一昼夜の」以下の部分は．チベット訳には「食物を［一日に］一回摂り．一昼夜の，乃至， 四・五・六昼夜の間陥をお
いて食し，半j1 ［に一回］の， あるいはひと月［に一回］の食ﾘを為し， 月の行程に合わせて断食し」という意味の訳文
になっている。

!弱｢アサナ樹」 (asana)は．チベット訳にはzarma(=atasi :亜麻）と訳されている。
I瓢i｢ダルバ」 (darbha)． 「ヴアルヴアジヤ」 (valvaja;balbaja) ともに．一種の草（恐らく粗野な草）の名である。
'57｢鱒坐」 (utkutuka) とは．相撲にいうところの「鱒居（そんきよ)」に近い姿勢の坐し方と思われる。
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しよ あごひげ べんばつ まげ

虚（不適当な場所)!錦との規律を有し，髪・爪･顎鬚を長く伸ばして辮髪の篭を有し，なつめ．ごま・
ひとつぶ く げ えんぱい こ〈じん

米の一粒だけを食し，灰・墨・供花の残余・煙煤・黒塵・砂塵・粘土を［全身に］塗り，身毛・ ［人

の]頭蓋骨I鋤.毛髪.爪.雛.泥.鯛艘を持ち,熱湯.米の汁."#'6'で趣した水.洗條後の[鍋
どくろ

の中の]汚水'‘!を呑み,炭･ [赤い?]麓騨'鑓.桑桑1脚.彗臘'"・剃頭.水瓶.頭蓋骨'鯖.寝台の脚
かえん

を持って，愚者たちは［それぞれの行為に］清浄を感得する。煙を吸い，火焔を呑み，太陽を凝視
ごか うであ

し，五火'66 [の苦行］を修し，片足・腕揚げを持続し，一本足で立つこと ［などの方法］によっ
しやくじゆう もみがら

て167,苦行を積集する。籾殻等の炭l侭．焼けた壷169.焼けた石．燃える火焔に入り，食物を摂らず，
きょうがい

砂漠や沐浴場に行って死ぬことにより，望ましい来世の境界'70を求める。オームとの発声・ヴァ
きとう まきづ

シャットとの発声・スヴァダーとの発声・スヴァーハー'7'との発声・祈祷・讃辞･ [祭壇の］薪積
しようせい ねんじゆ どくじゆ

み'72･[神々の］招請･真言（マントラ）の念謂・読調［された文句］の記憶を為すことによって, [愚

者たちはそれぞれの行為に］清浄を感得する。また，清浄なるアートマン［の存在］を考えて，そ

れらに依存する。すなわち，ブラフマン・インドラ・ルドラ・ヴイシュヌ・デーヴイー・クマーラ・
びしやもんてん

マートリ・カートヤーヤニー173.月・太陽･毘沙門天・ヴァルナ（水神) ･ヴァーサヴァ174.アシユヴイ
けんだつば あしゅら かるら

ン'75 [双神] ･竜・夜叉・ガンダルヴァ （乾閏婆) ･アスラ（阿修羅） ・ガルダ（迦楼羅) ･キンナラ

(鑿鱸) .ﾏﾎｰﾗが(産喉羅迦) .ラークシャサ(鯛) .プｰﾀ｜流(蔀参) .クンバーンダ(燦

194

'銘｢是虚と非虚」の原文sthana-asthinaについては． 「佛教語大辞典」 (688頁「虚非虚｣）に「有理と無理とのこと」として

説明されているが， この意味では文意に合致しない。チベット訳によれば「沐浴と非沐浴」 (snana-asnana)と読むべき

であり． このほうが文脈上も適切であるが，写本の支持がない。

159mundaは通常「禿頭」の意であるが， ここではチベット訳[miPithodpa]を参考に「[人の］頭蓋骨」と見る。

I釦｢褐衣」とは「毛織の粗末な衣服」の意である。

161sthalipaniyaは「調理鍋の水」の窓であるが， ここではチベット訳[khrudma]を参考に「洗條後の汚水」と訳す。
162dhatuには「赤色の鉱物」の意があるが.チベット訳[tshonrtsi]は梵語ranga(色：染料）の訳語に当たるので， 「顔料」

と訳す。

163kaSaya(袈裟）は通常，仏教IWの衣服（法衣）の呼称であるが．元来「赤褐色」の意味があり， 「もとインドの猟師なとﾞ
が着ていたぼろの衣」のことであった。 「佛教語大辞典」298頁参照。

'帆｢三岐杖」 (tri-danda) とは「杖の先が三つに分かれているもの。ヒンズー教の行者が手にするもの」である。 「佛教語大

辞典」459頁参照。

'侭｢頭蓋骨」 (kapala)は，チベット訳には「人の頭蓋骨」 (mihi thodpa)と訳されている。

'"｢五火」とは「身の1回lりの四方に火を燃やし．頭上の太陽の暑熱に身をさらす苦行」 （五熱炎身）である。 『佛教語大辞典」

373頁「五熱炎身」参照。

'碑｢片足」以下の部分がチベット訳では「片足と片手を上に揚げ，一本足で立ち．同一処にのみ住して」という意味の訳文

になっている。

'鶴｢籾殻等の炭」のチベット訳は「籾殻など．焼けた炭」という意味の訳文になっている。

'69dihanikumbhasadhanaは意味不明である。ここではチベット訳[bumpabsregspa]を参考に,kumbhasadhanaを「壷」

の意と見なし， 「焼けた壷」と訳す。

'"｢境界」とは， この場合， 「(蒋悪の行為の）果報として各自が受ける境遇」の意である。

'7'｢オーム」以下の聖音の原語は，順次0m・VaSat・svadha,svahaである。

'72｢薪積み」 (cayana)は，チベット訳にはsbyinsreg(=homa;護摩）と訳されている。

'73｢ブラフマン」以下の神名の原語は，順次brahman, indra.rudra,viSnu,devi,kumara,matr,katyayaniである。方広には

kumara,matr,katyayaniに当たる箇所に「拘摩羅迦旛延摩致履伽」とあり,kumaraを「拘摩羅｣,katyayaniを「迦旅延｣，
matrを「摩致履伽」と音訳していることが分かる。

'74vasavaとは「Vasu神群」であり，神々の一部類（その数は通常8名）の名称である。インドラ神をその首長とするが．

後世にはアグニ（火神）およびヴイシュヌ神がその首長とされる（｢梵和大辞典」 ll83頁参照)。方広には「八婆蘇」と訳

されている。

'75aSvinは「暁の双生神」とされる。方広には「二阿水那」と訳されている。

'76bhutaは「精霊；臓物：鬼類」の意とされ． 「部多」「負多神」等と音訳される。方広には「歩多」と音訳されている。
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だ

茶) ．プレータ177 (餓鬼) ･パールシヤダ'78(神々の従者) ･ガナ'79(低位の神群) ･ピトウリl帥（祖先) ．
しんせん おうせん ぼんせん きみよう

ピシャーチャ'8! (食肉鬼), また，神仙・王仙・梵仙などに帰命し，彼らを主要な実在であると妄想
ち すい か ふう ぐう

する。また，地・水・火・風・空［等の五大元素］に依存する。また， 山・峡谷・川・泉・池・湖・
そうりん つる きりかぶ

沼．海．貯水池．井戸．蓮池．樹木．叢林．蔓．草．切株．牛舎182 .墓地．十字路．三叉路．街路
え じ さんさほこ

などに依止する。また，家・柱・石・杵・剣・弓・斧・矢・槍・三叉戟などに帰命する。また，
にゆうらく そゆ からし ほうじゅ

乳酪・翫油・芥子・大麦・ ドウールヴァー草'郷・宝珠・金・銀などを吉祥なるものと考える。これ
おび たぐい

らの外道たちは，輪廻の恐怖に怯えて，かくの如き類のことを実行し，あるいは依止する。
しようてん

この世における，ある者〔男子l斜〕たちは， 「われらの生天185と解脱とは，かくの如きによって成
おもむ き えしょ

就すべし」 と考えて, 1郡邪道に赴き，帰依腿ならざるものを帰依虚と妄想し，吉祥ならざるものを
げどういるん さいぷく

吉祥と妄想し，清浄ならざるものを清浄と考える。さればいざ， われは，一切の外道異論が催伏せ

られるべき， また，業と所作'87とを忘失せる諸衆生に業と所作との消滅せざることを示すべき， ま
きょうがい

た，禅定の境界'認にある色界の天神たちを殊勝なる禅定を示すことにより善く誘引すべきところ
どんかい 二'んしゅ

の，かくの如き，すぐれた禁戒と苦行とを勤修せん」と。
はなはぎよう がた

かくして，比丘らよ’菩薩はかくの如く思念して，六年の間非常に激しく，甚だ行じ難く，極
な がた なんぎょう

めて為し難き禁戒と苦行との難行を始めたり。何ゆえに難行と呼ばれるかと言えば，それは耐え難

き苦痛なり。それ故に難行と呼ばれる。衆生界に存在する人間や魔物189にして，かくの如き難行を

実修しうる,かくなる衆生は, 〈呼吸停止(鴎)‘鋤〉の禅定に笑りたる墓織l9lの菩薩を除いて，

196

'77pretaは「逝きし者」の意で． 「死者；亡霊」の意とされ． 「祖父鬼」「餓鬼」等と訳される。「藤蒻多（へいれいた)」と
音訳されることもある（｢佛教語大辞典」 1205頁参照)。

'78parSadaは「集会の人員（会衆) ;侍者：従者」の意であり， ここでは「神々の従者」を指すと思われる。

179gapaにも「群衆；集団；従者」の意があるが． ここでは「シヴァ神の従者の一員とされる低位の神群」を指すと思われ
る（｢梵和大辞典」410頁参照)。

l帥ピトゥリの部分は，東大主要写本によればpretaであるが， これは直前のpreta(餓鬼） と亜複するので， チベット訳
mtshun(祖先・祖宗）を参考にpitrと読む。

'8'piSacaは「屍肉を喰らう悪鬼」であり，漢訳仏典では「持国天所領の鬼」とされる（｢佛教語大辞典」 lll9頁参照)。
'鯉｢牛舎」 (goStha)は，チベット訳には単にlhas(=Sala;小屋）と訳されている。
'83durvaとは「祭式に用いられる草の名」である。

1税｢男子」に当たる部分に．多くの写本がputrairを挿入しているが， これは文脈上不要であり，チベット訳にもこれに当
たる訳語は見当たらない。

I鰯『中巻」にはsvargaを「昇天」と訳したが． 「生天」に訂正する。 「生天」とは「天界に再生すること」である。
1錨チベット訳には， この箇所にdeltar (かくして）が挿入されている。

l師｢中巻」にはkarma-kriyaを「業と所作（義務)」と訳したが． 「(義務)」を削除する。 「業」 (karman) とは「ある結果を
生ずる原因としての行為」であり， 「身・口●意によってなす善悪の行為が後に何らかの果報をもたらす潜在的動因とし

て働くこと」をいう。この場合の「身・口．意の行為」を「能作」と呼ぶのに対して，それが発動した結果としての動作・

行為を「所作」 (kriya) という。「能作」とは「潜在的動因として蓄積されてきた行為（業)」であり， 「所作」とは「具

体的結果として表出された顕在的行為」である。方広には「業果報（業の果報)」と訳されている。

'棚この場合の「境界」 (gocara)は「心の状態境地」の意である。

'認この場合の「魔物」 (a-manuSya)は「人間にあらざるもの」の意である。

i鋤｢呼吸停止」 (asphanaka)は， チベット訳[mkhalpkhyab]によればaspharapaka(=aspharapaka;虚空遍満）と読むべ
きであるが，写本の支持がない。この後、 この梵語とチベット訳との不整合は一貫して同じであり, BHSDはasphanaka
とaspharaPakaとを同一視している。方広には「我今住彼不動三昧。 ． . . . .、猶如虚空遍於一切無能愛異。此定名為阿娑

婆那（我れ今彼の不動三昧に住して，……猶．虚空の．一切に遍くして能<愛異すること無きが如し。この定を名けて，

阿娑婆那と為す」 （｢大正大蔵経」第三巻581中） と訳されている。 「仏本行集経」でも「不動三昧」と呼ばれている（｢大
正大蔵経」第三巻766中～下)。

191｢最後身」とは， 「この世でさとりを開いて， もはや生まれかわることのないこと」であり， 「般後生」ともいう （｢佛教語
大辞典」445頁参照)。
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一人も存在せず。何ゆえに「呼吸停止」と呼ばれるかといえば，彼（菩薩）は， まず第一に，第四
にゆうそ<しゅつそく もうふんべっ

の禅定に入りたる時，入息出息を抑圧して停止させる。その禅定は妄念なく，妄分別192なく，不動
ずいに＠う

にして，意識なく．変化することなく，一切のものに随入し、一切のものに依止せず， また193,そ
しょうぎよう

の禅定は,いまだかって’肴學鍵挙194,菰覺(隷覺),あるいは,正行の道に入りたる菩薩の，
じゅう

誰によっても全く経験せられざるものなり。さらにまた， 《呼吸停止は》「虚空」とも呼ばれ195,充

溌することなく，職なく，変化することなく1,6, しかも， それは一切に遍満するが故に,実に，
その禅定は虚空の如くなり。それ故に「呼吸停止｣197と呼ばれる。

さてまた,比丘らよ’菩薩は’世間に不可思議を顕示するために， また，諸外道の傲慢を除去す
しよいがく

るために， また，諸異学を推伏するために， また，諸天神をよく誘引するために，断見や常見l兇を
せんよう

説いて業と所作とを忘失せる諸衆生に業と所作とを深く理解させるために，福徳の果報を宣揚する

ために，正智'"の果報を顕示するために，禅定の要素を区別（分析）するために， 身体の力と強さ
けっかふざ

を顕示するために， また，精神の勇気を生ぜしめるために。整地せざる自然の大地の上に結珈跣坐

して坐したり。坐して， また, 自らの身体を心によって抑制し這橘鋤Oせしめたり。
それから比丘らよ’われは鋤', [厳寒なる］冬季の［満月後］第八日目の夜，同様に，身体を抑制

りょうわき ひたい

し逼悩せしめたる時に’両腋からも汗が流れ出て， また額からも汗が流れ出て， 《地面に落ちて202》
ごうきょう <び

結露し，熱を帯びて蒸気を発したり。あたかも，剛強なる者が非常に虚弱なる者の頸を捕らえて圧

迫するが如く’ まさにその如く，比丘らよ’ この［われの］身体を心によって抑制し逼悩せしめた
りようわき ひたい

る時，両腋からも汗が流れ出て， また額からも汗が流れ出て，地面に落ちて結露し，熱を帯びて蒸

気を発したり。
しゅじゅう

比丘らよ’その時，われはかくの如く思念したり。「いざ，われは呼吸停止の禅定203を修習すべし」

[と]｡それから比丘らよ’われは，呼吸停止の禅定を修習せる時， 口からも鼻からも入息と出息と
りょうじこう

の［両方ともに］停止したり。 ［すると］両耳孔より高い音．大きな音201を発したり。あたかも，
かじや

鍛冶屋のふいごが吹かれる時に高い音．大きな音が出るが如く， まさにその如く，比丘らよ’ 口と

鼻［の両方］からの入息出息を停止したる時，両耳孔より高い音．大きな音を発したり。

比丘らよ’ その時われは，かくの如く思念したり。 「いざ， われは， さらにいっそう，呼吸停止

198

200

'兜｢妄分別」とは「主・客対立的に物事を認識する主観のはたらき」をいう （｢佛教語大辞典」 1364頁参照)。

l93チベット訳には「また」 (ca)に当たる訳語はない。

'斜｢有学」とは，部派仏教における声聞（自己の悟りを求める修行者）の到達すべき四果（預流果・一来果・不還果・阿羅

漢果）のうち， 「最後の阿羅漢果を得ていないため， さらに修学を必要とする者」をいい， 「無学」とは「阿羅漢果を得て，

もはや学ぶべきものを残していない聖者」をいう。

'95｢呼吸停止は」 (asphanaka)は東大主要写本には欠けており， またチベット訳では． 「さらにまた」以下の部分が「虚空
とは天空にして」という意味の訳文になっている。

I弱｢変化することなく」 (avikaranam)は，チベット訳には「散乱することなく」 (rnamparmimthorba)と訳されている。

'"文脈上． この「呼吸停止」は「虚空遍満」と訳すのが適切であるように思われる。

'兜｢断見」とは「人は一皮死ぬとそのまま断滅するとして， 因果応報を認めない見解」であり， 「常見」とは「人の自我（霊

魂）は滅びることなく永遠に存続するとして，無常無我を認めない見解」である。

'鱒｢中巻」にはjmnaを「智慧」と訳したが「正智」に訂正する。智慧(prajna)と「正智」 (jhana) との相違については，
第19巻第1号所戦の拙訳（註77）を参照きれたい。

抑｢逼悩」とは「無理に苦しめること」である。

鋤'この場面で，再び主語の表現が「菩薩は」から「われは」に変化している。上註15参照。

狸《 》内の原文は東大主要写本に欠落しているが，文脈上もチベット訳によっても挿入すべきである。

203この「呼吸停止の禅定」も，チベット訳には「虚空遍満の禅定」と訳されている。上註190参照。

204｢高い音・大きな音」は． チベット訳では「激しい大きな音」という意味の訳文になっている。
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へいそく

の禅定を修習すべし」と。それから，われの口と鼻と耳とを閉塞したり。それらを閉塞せる時， ［体
せんえい

内の］風は上方において頭蓋骨を打てり。比丘らよ’ あたかも， ある者が尖鋭ならざる槍を以て頭

蓋骨を打つが如く， まさにその如く，比丘らよ， 口と鼻と耳における入息出息を閉塞したる時，上

方において頭蓋骨を打てり。

そこにおいて， ある天神たち釦5は，菩薩のこの状態2帖を見て，かくの如く言えり。 「ああ悲しき
みようじゅう

202かな。このシッダールタ王子は，あわれにも207命終（死亡）せり」。他の者たちは，かくの如く言
しか

えり。 「これは命終したるにあらず。而して， これは，阿羅漢たちが禅定に住する時の通常の様式

なり208」と。 ［彼らは］その時，かくの如き偶を唱えたり。

l. この， シャーキヤ（釈迦）王の息子たる者が，

念願を成就せず， 目的も達せずして，
さんがい

苦悩する三界を庇護者なきものとなしたまま，
こうや

この荒野にて209,命終したまうことのなからんことを。
せいどん

2． おお，堅実なる衆生よ，誓言の確固たる者よ，

荏智210,われらは兜率天にて,庇護者たる御身によって剛1,
しようぼう

正法の祭式に招待せられたり。

清浄なる衆生よ，御身の，あの誓言はいずこにありや。

いきさつ

それから，かの天子たち212は三十三天界に行き， マーヤー妃にこれらの経緯を知らせたり， 「王

子は命終したまえり」 ［と]｡
ぃにょう ま よなかじ

そこでマーヤー妃は， アプサラス（天女）衆に囲続せられて，真夜中時に， ナイランジヤナ一河
い こかつ

の岸辺の,菩薩の居るところに近づきたり。彼女は，身体枯渇して命終したるが如き菩薩を見たり。
ご〕

［それを］見て， ［マーヤー妃は］涙で喉を詰まらせながら，泣き始めたり。

204 また213.その時，次の如き偶を唱えたり。

3． ルンビニーと名づける森にて，私の息子として生まれし時，

獅子の如〈に，支えられることなくして，汝は自ら七歩を歩行したり。
じようみよう

4． ［そして］四方を観察して，汝は浄妙なる語を発したり。
しよう

「これはわが最後の生なり」と。それは汝によって成就せられざりき。
な

5． アシタ仙は，汝が世間において仏陀に成らんと告げたりしも，
じゆき

彼の授記は214破れたり。彼は［世間の］無常性を見ざりき。

烈喝｢天神たち」 (deva)は，チベット訳には「天子」 (lhahibu)と訳されている。

”｢状態」 (avastha)は，チベット訳には「病状」 (naba)と訳されている。なお． この場面から主語が再び「菩薩」に戻っ
ている。

”チベット訳には「あわれにも」 (bata)に当たる訳語はない。

劉聡チベット訳は「これは命終したるにはあらずして，禅定に住する阿羅漢たちの［修行の］方法がかくの如くなり」という
意味の訳文になっている。

割勘｢中巻」には不注意により 「この荒野にて」の訳文か脱落しているので，補足する。
Z'0｢往昔」とは「むかし」の意である。 「おうせき」 「おうじやく」とも読む。

2''チベット訳は「庇護者によって」という意味の訳文になっており， 「御身」 (te)に当たる訳語はない。
2'2｢天子たち」 (devaputra)は，チベット訳には「天神」 (lha)と訳されている。上註205参照。
2'3｢泣き始めたり。また」の部分が，チベット訳には「泣いたのち」 (nusnas)と訳されている。

2M｢授記」 (vyakarana)は通常「仏が弟子に．未来には仏に成れるであろうという保証を与えること」 （｢佛教語大辞典」
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6 ［私の]息子は,喜ばし謎鶴菫圭創5の栄光をも享受せず，
しようとく おもむ

また，菩提を證得することもなくして，森にて死に赴けり。

7．息子のために誰かを頼って苦悩せる私は，誰に哀願すべし。

息もたえだえの私の一人息子に，誰が命を与えるならん。

菩薩は言えり。

8．非常に悲しげに泣いている， この人は誰か。

髪を振り乱し，優雅さを失い，
あいこく

激しく息子を悲歎して哀突し，

地面に坐して身もだえするは。

マーヤー妃は言えり。
かいたい

9．私によって，十ヶ月の間金剛の如き［汝］が懐胎せられたり。

息子よ，私は汝の216,かの母にして，深く悲しみ哀突せり。

206

その時,菩薩は《母を2"》篇めて告げたり。 ｢息子を愛する者よ,恐れるなかれ･ [われは]あな
たの労苦を実りあるものとなすべし。仏陀（成仏）にとって2'8世俗的欲望の放棄は有意義なり。ま

ねんとうぶつ じゆき

た． ［われは］アシタ仙の予言を実現し， 【また】ディーパンカラ（燃燈仏）の授記を実現すべし。

102'9.たとい大地が百の断片に裂けようとも，

宝の峰なるメール山が水に浮かぼうとも，
にち がつ せいし人

日・月・星辰が大地に落ちようとも，

凡夫のままにては， われは決して死なざるくし。

それ故に，今や， あなたは悲しむことなかれ。
ぶつぽだぃ

久しからずして， ［あなたは］仏菩提（仏陀の悟り）を見るならん｡」

［これを]聞くや否や,ﾏｰﾔｰ妃は歓喜して身毛竪立し‘菩薩にマーンダーラヴァ22‘ (雛象）
しんもうじゅりつ

の花を撒き散らして,若窪窟し221,天上の楽器を篝でつつ, 自らの宮殿のあるところへと帰り行
けり。

だんじきぎよう

比丘らよ， その時222われは，かくの如く思念したり。 「わずかの食物を摂ること （断食行）を清
あ じっしゅ

浄と考えるところの，或る沙門や婆羅門たちが存在する。さればいざ,われは断食行を実修すべし」

641頁参照）であるが．ここでは「王子に対する仙人の予言」として用いられている。なお，チベット訳には「授記も」(lun

bstanpayali) と訳されている。

215｢転輪聖王」については．第19巻第1号所載の拙訳（註91)を参照されたい。

2l6チベット訳には「汝の」 (te)に当たる訳語はない。

217｢母を」の原語(mataram)は．文脈上． またチベット訳を参考に．挿入すべきであるが．写本の支持がない。

218｢中巻」には「仏陀［となるため］の」と訳したが， 「仏陀（成仏）にとって」に訂正する。チベット訳は「仏陀に成らん

がためには」という意味の訳文になっている。

219この偶の韻律は6行から成るUpajatiである。

z'omandarava(愛陀羅華）は「色よく、芳香を放ち．高潔でこれを見る者の心を喜ばせるといわれる天界の花」である（｢佛

教語大辞典」 1285頁参照)。

型!｢右邊三匝」とは「[神聖なものを］右回りに三周すること」である。

2型チベット訳には「その時」 (tasya)に当たる訳語はない。なお， この場面から主語は再び「われは」に変わっている。
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なつめ

と。比丘らよ’われは， ただ一粒の棗の実を食物として一個だけ食することを決意せり223． しかる
しんねん

に，比丘らよ’汝らにかくの如き心念あらん。 ［すなわち］ 「その時の棗の実はきわめて大なるもの
しか

なりけむ224」と。 しかし，そのように見られるべきにあらず。而して実に，その時の棗も今［の棗］

と同じほどなりき。その時われは，比丘らよ，ただ一粒の棗の実を食物として一個だけ食したれば．

身体は極度に衰弱し，痩せたり。比丘らよ・あたかもアーシータキー蕊茎の飴,あるいはｶｰﾗ22‘
茎の節の如く，われの身体部分と各肢節は， まさにその如<になれり。あたかもカルカタカ227 （蟹）
ろっこつ

の肋骨の如く， 《われの2鱒》肋骨も， まさにその如〈になれり。あたかも，老朽化して両側から破れ
はり

た荷馬車小屋や象小屋の，梁の骨組みの間が光って見えるが如く， まさにその如<に， 《われの”》
っづ じゆず

肋骨は［前後の］両側から体内が光って，明るく見えたり。あたかも，綴られた珠数がでこぼこに
なめ か せぼね

して，滑らかに且つざらざらになれるが如く，その如く、 われの背骨はでこぼこにして，滑らかに
ひょうたん しお

且つざらざらになれり。あたかも｡若くて苦い瓢箪が切られて萎れ, 《しぼんで,230》菫の溌窯の如
きもの認!《になれる四2》が如く， まさにその如くに， 【われの233】頭は萎れ， しぼんで,空の椀器の如

きものになれり。あたかも，夏季の最後の月に［水が少なくなり]，井戸の［中に映る］星が231底
かろ あなおく

深〈に沈み，辛うじて見えるが如く， まさにその如く，われの眼の瞳は孔奥にくぼみ，辛うじて見
らくだ わき

えたり。あたかも， 山羊の足， あるいは，酪駝の足の如く， まさにその如〈に， われの腋・腹・胸
じか

等はなれり。それ故，比丘らよ’ われが手で腹をなでようとすれば，背骨に直に触れたり。立とう
お ほこり

として起き上がらんとするも，そのまま， うつ伏せに倒れたり。辛うじて起きたるも，挨にまみれ

た身体を手で篇うや, われの235鮒せる身毛は236身体から落ちたり。かつてのわが龍は優美なり
かれつ ごんぎよう

しも認7， それも消失せり。言うまでもなく，苛烈なる勤行に自ら専念したるが故に。また， われの

托鉢村238に住する近隣の者たちも,麹9かくの如く認識せり。 「ああ実に，沙門ガウタマは黒い。ああ

実に，沙門ガウタマは青黒い。ああ実に，沙門ガウタマはマドゥグラ［魚]240の肌色の如し。かつ

208

210

223チベツト訳は「われは決意して， ただ一粒の棗の実を一個だけ食したり」という意味の訳文になっている。

224チベット訳は，単に「その時の棗の実は大きかった」という意味の訳文になっている。

225asltaki(=aSitakI)は「植物の名」 (cf.BHSD.aSitaki)であり， これに当たるチベット訳[ldumbu]は「茎状植物の名」で
ある。方広には「阿斯樹」の訳語が見られる。

226kilaも同じく 「植物の名」である(cfBHSD,kala)。チベット訳[kalikahi]によればkilikiと読むべきであるが・写本

の支持がない。方広には「如爺竹節（錐竹の節の如く)」という訳文が見られる。

227karkatakaはチベット訳にはsrogchagskarkataka (カルカタカ虫） と訳されている。

228｢われの」 (me)は．多くの写本に欠落しているが．文脈上，チベット訳に従って挿入すべきである。

229｢われの」 (me)は．東大主要写本に欠落しているが．文脈上． チベット訳に従って挿入すべきである。

麺「しぼんで」 (sammlanah)は東大主要写本に欠けているが，チベット訳によれば挿入すべきである。

雪'チベット訳には「～の如きもの」 (jatah)に当たる訳語は見当たらない。
232｢～になれる」 (bhavati)は東大主要写本に欠けている。

“｢われの」 (me)はT3以外の写本に欠けているが．チベット訳によれば挿入すべきである。

231方広には「如井底星（井底の星の如く)」と訳されている。

錨チベット訳には「われの」 (me)に当たる訳語はない。

236チベツ卜訳は「身毛は全て」という意味の訳文になっており， 「全て」 (thamscad)が挿入されている。

型7チベツ卜訳は「わが身色は艶やかにして優美なりしも」という意味の訳文になっており， 「艶やかにして」 (mdsesSin)
が挿入されている。

238｢托鉢村」 （行乞村） とは「修行者が乞食のために托鉢に行く村」の意である。

239チベッ卜訳には「その時」 (dela)が挿入されている。

240madguraはチベット訳にはnamadgura(マドウグラ魚） と訳されている。
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ての彼の，かの241明浄なる割2身色の輝き，それも消失したり」 ［と]。
はげ

比丘らよ’ その時われは，かくの如く思念したり。 「いざ， われは， さらにいっそう烈しく，断

食行を実修すべし」と。比丘らよ’われは， ただ一粒の米を食物として一個だけ食することを決意

せり243｡比丘らよ’汝らにかくの如き ［心念］があるべし， 「その時の米粒はきわめて大なるものな

りけむ」と。しかし，そのように見られるべきにあらず。而して，その時の米粒も，今のものと同

じほどなりき。比丘らよ，その時われは一粒の米を食物として食したれば，身体は直ちに，云々と，
ないし

前述の如くにして，乃至， 「ああ実に，沙門ガウタマはマドゥグラ［魚］の肌色なり」と［続き]， 「《か

つての2“》彼の《かの別5》身色は優美なりしも246， それも消えたり」 ［というところまで同じ]・

比丘らよ’ その時われは，かくの如く思念したり。 「いざ， われは， さらにいっそう烈しく，断
ご主

食行を実修すべし」と ［いうところから]，比丘らよ’ われはただ一粒の胡麻を食物として一個だ

け食することを決意せり，等々と ［略して］彼の《優美なる247》身色，それも消えたり」というと

ころまで［同じ]・
しょく あ

比丘らよ’その時われは，かくの如く思念したり。 「全く食さざることを清浄と考える，或る沙

門や婆羅門たちが存在する。さればいざ， われは， まったく完全に断食を実修すべし」と。比丘ら
すいこう

よ’それから， われは248 ［完全なる］断食を遂行したり。比丘らよ， その時われは［完全に］断食
ふし

したれば，身体は極度にひからび，衰弱して，痩せたり。あたかもアーシータキー茎の節あるい

はカーラ茎の節の， それより二倍・三倍・四倍・五倍・十倍までに，われの身体部分と各肢節は痩

せたり。たとえば《肋骨は2蝋》カルカタカ(蟹)の肋骨,あるいは,荷馬車小屋の簗の骨組み[の
ろつこつ

っづ じゆず にがひょうたん

如く]250,背骨は二重巻きに綴られた珠数《の如く弱'》,頭蓋骨は苦い瓢箪の如く，瞳孔は井戸の［中

に映る］星の如<になれり。比丘らよ’ われが， しっかり立とうとして，身体を起こさんとする
ほこり

も252， うつ伏せになって倒れたり。辛うじて起きたるも，挨にまみれたる， われの253身体を［手

で2副]篇うや,根の2弱腐敗せる身毛は[すべて身体から256]落ちたり。 [かつて257]われにありしとこ
ろの，かの2邸優美なる身色259，それも消えたり。言うまでもなく，苛烈なる勤行に自ら専念したる

212

24'チベット訳には「かの」 (sa)に当たる訳語はない。

2ｲ2｢明浄なる」の部分は．チベット訳には「艶やかにして優美なる」という意味の訳文になっている。

割3チベット訳は「われは決意して．われは食物として，ただ一粒の米を一個だけ食したり」という意味の訳文になっている。

2脚｢かつての」 (paurapa)はT2以外の写本に欠落しているが．チベット訳によれば挿入すべきである。
215｢かの」 (sa)は全写本に欠落しているが，チベット訳によれば挿入すべきである。

2将｢優美なりしも」の部分は，チベット訳には「艶やかにして明浄なりしも」という意味の訳文になっている。

247｢優美なる」 (Subha)は東大主要写本に欠けているが，文脈上，チベット訳に従って挿入すべきである。

2l8チベット訳には「われは」 (aham)に当たる訳語はない。

249｢肋骨は」 (parSve)は東大主要写本に欠けているが．チベット訳によれば挿入すべきである。

卸チベット訳には「梁の骨組み」 (gopanasi)に当たる訳語はなく， 「荷馬車小屋の如〈になれり」という意味の訳文になっ
ている。

鱒'｢～の如く」 (-vat)は東大主要写本に欠けているが．文脈上，チベット訳に従って挿入すべきである。

錫2チベット訳は「身体を動かしても」という意味の訳文になっている。

麺チベット訳には「われの」 (me)に当たる訳語はない。

罰チベット訳には「手で」に当たる訳語(lagpas)がある。

255チベット訳には「根の」 (mula)に当たる訳語はない。

256チベット訳には「すべて身体から」に当たる訳語(thamscadluslas)がある。

あ7チベット訳には「かつて」に当たる訳語(s,ion)がある。

258チベット訳には「かの」 (sa)に当たる訳語はない。

259チベット訳は「[わが］身色は艶やかにして優美なりしも」という意味の訳文になっている。
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が故に。また， われの托鉢村に住する近隣の者たちも，かくの如く認識せり。 「ああ実に，沙門ガ

ウタマは黒い。ああ実に，沙門ガウタマは青黒い。ああ実に，沙門ガウタマはマドゥグラ［魚］の

肌色の如し。かつての彼の，かの2㈹明浄なる身色の輝き，それもまた消失したり」 ［と]・

その時， シュドーダナ王（浄飯王） もまた，毎日，菩薩のもとに使者を送りたり。
きどく

比丘らよ’かくの如く，菩薩は，世間に奇特なる所行を顕示するために，業と261所作とを忘失せ

る諸衆生に，業と所作とをよく理解させるために． また，福徳の集積［の果報］を宣揚するために．

また，偉大なる正智坊2の功徳を顕示するために， また，禅定の諸要素の区別（分析）のために，一

粒の胡麻.棗.米によって六年間苦行を顕示して,心は荏蒻2鰯ならざりき｡菩薩は.六年間, ［最
けっかふざ いぎ ひなた かげ

初に］坐したるがままに，結珈鉄坐して坐し続け， しかも威儀を失うことなかりき。 日向より蔭に

行くことなく，蔭より日向に行くこともなかりき。また，風・日光・雨から避難することもなかり
あぶ か 廼かつ たん ぴてい

き。また，虻・蚊・蛇蝸類を追い払わざりき°また，大便・小便・疾・鼻涕2i洲を出さざりき。また，
ちぢ

[身を］縮めることも伸ばすこともなかりき。脇・腹・背を下にして横たわることもなかりき265。ま

た, 〔かの〕芙菫“饒請2‘? (にわか雨) .雨.稲妻.秋季.夏季.冬季[の気候]なるところのもの．
おお

それらも菩薩の身体に降りかかりたり2鎚・ されど，菩薩は手によってすらも ［わが身を］蔽うこと

なかりき。感官を閉じることなくして， ［しかも］感官の対象［からの影響］を感受せざりき269。ま

た。そこに来たれる，村の少年たち，あるいは，村の少女たち，あるいは，牧牛者たち，あるいは，

牧畜者たち， あるいは，草を運ぶ者たち， あるいは，材木を運ぶ者たち，あるいは，牛糞を運ぶ者
じんかい たわむ

たち，彼らは菩薩を塵塊のピシャーチヤ270 （食肉鬼） と考えたり。また，彼（菩薩）に戯れて，彼
なす

に土を擦りつけたり。

かくして，菩薩は，その六年間において． しばらく， 身体の粗悪・劣等・虚弱なる者となれり。
りょうじこう りょうびこう い き

そのために271,彼の両耳孔より草や綿を入れると両鼻孔より出で来たれり。両鼻孔より草や綿を入

れると両耳孔より出で来たれり。両耳孔より草や綿を入れると口より出で来たれり。口より入れる

と耳孔と鼻孔より出で来たれり。 ［一方の］鼻より入れると，耳と ［他方の］鼻と口より出で来た

れり。
ガンダルヴア アスラ ガルダ キンナラ マホーラガ

また，天・竜・夜叉・乾閏婆・阿修羅・迦楼羅・緊那羅・摩喉羅迦の［八部］衆， 〔人間や魔物

たち幻2〕彼らは菩薩の功徳を現前に見て，昼夜に（一日中） とどまりて菩薩の供養をなせり。また，

214

216

麺)チベット訳には「かの」 (sa)に当たる訳語はない。

斑'チベット訳には「業と」 (karma-)に当たる訳語が欠落している。

郡2｢中巻」にはjhanaを「秘'」と訳したが「正智」に訂正する。上註199参照。

2侭｢怯弱」とは「心がおびえ弱々しいこと」である。

2鯛｢中巻」には「鼻汁」と訳したが， 「鼻涕」に訂正する。意味は同じである。

2侭チベット訳は「脇を下に向けたり． うつ伏せになったり．仰向けになったりすることなくして坐し続けたり」という意味
の訳文になっている。

266｢大雲」 (maha-megha) とは「濃密な黒雲」であり． 「雨を降らせる叢雲」である。 「佛教語大辞典」912頁「大雲輪」参照。

劃i7チベット訳には「大蝶雨」 (yulnanchenpo) と訳されている。

錨｢降りかかりたり」の部分は．チベット訳には「影稗を与えざりき」 (maphoggo) と訳されておl),梵文と合わない。
これはチベット訳の誤訳によるものと思われる。

269｢中巻」には「感官の対象を執らざりき」と訳したが．分かI)にくいので「感官の対象［からの影騨］を感受せざりき」
に訂正する。

270piSacaは「屍肉を喰らう悪鬼」とされる（｢佛教語大辞典」 1119頁参照)。

27'チベット訳には「そのために」 (yad)に当たる訳語はない。

272｢人間や魔物たち」 (manuSyamanuSyah)は多くの写本に挿入されているが，チベット訳にはこれに当たる訳文はない。
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誓願を立てたり。そこにおいて，菩薩が， その273六年間，苦行を顕示したるが故に，総計十二

雑多2澱に達する天神や人間が, :竺華"5に藪花せしめられたり。
そこで，かくの如く言われる。

そな じようゆう いで

ll．功徳を具えたる，かの菩薩が，城邑より出たる時に，
ほうべん

衆生の利益と安楽のために，方便と結合せる思念が生じたり。
ごじよくあくせ しんげ

12.五濁悪世訂6の時代にて， 《世間が277》劣悪なる法を信解せる時，
えんぶだい

世間が業と所作とを無視せる時に"8， ［われは］この閻浮提に生まれたり。
げどう

13.外道の衆に満ち満ちて，彼らは奇行や祈願祭式に専念せり。

身体を傷害することを以て，愚者たちは「清浄（なる行為)」と考える。

14.火･砂漠.""'に入り，裸体に土や塵灰等280を塗り，
じんかい

ゆがぎよう

身体を苦しめんがために，五火のヨーガ記！ （玲伽行）に専心せり。

15． ［常に］身体を広げ伸ばして行動し銘2，ある愚者たちは手を舐める。
ぼん

また’瓶の口・盆からは［食物を］受けず， 門や柱を隔てては［食物を］受けず。

16．犬が居るところ［の家］からは［食物を］受けず，

「いざ来たれ」との声， 「待て」との言葉によっては［食物を］受けず。

一軒の家のみから冨養し283, これを以て自らを清浄なりと信ずる284．
そゆ ごまゆ かんしよじるにゅうらく

17．翫油・胡麻油．甘蕨汁．乳酪．牛乳285．魚肉．獣肉を拒否して，

稗穀.蔬菜を食し,遥狼.L萎稜M.蘆菜を食する。
はいこぐ そきい

18.根･木の実･葉[のみ]を食し， また, クシャ草.邊雀.獣皮.褐表鰯7を身に着け，
ゆうれき

他の者たちは裸体で遊歴し，愚者たちは「これが正しく，他は誤りなり」と［考える]。

218

後代に挿入されたものと思われる。

273チベット訳には「その」 (taih)に当たる訳語はない。
"4｢十二那由多」は通常「一億二千万」あるいは「一兆二千億」とされるが， この場面の方広には「十二絡叉（百二十万)」

と訳されている。なお， 「中巻』の脚注(201)に「この場面の方広の漢訳は「絡叉」 （十万） となっている」と記したが，

これは「十二」を見落としたための誤りである。

幻5｢三乗」とは「声聞乗・縁覚乗・菩薩乗という三つの実践のしかた」「声聞．縁覚．菩薩の三者の能力に応じて， さとりに

導いていく教えを乗り物にたとえた語」である。 「佛教語大辞典」476頁参照。

幻6｢五濁悪世」とは「五つのけがれ（五濁）に満ちている悪しき世」の意である。上註142参照。

"7｢世間が」 (loke)は全写本に欠落しているが，文脈上も韻律的にも，チベット訳に従って挿入すべきである。

"8｢中巻」には「放棄せる時に」と訳したが， 「無視せる時に」に訂正する。

279チベツ卜訳は「深坑.火,砂漠」の順になっている。なお， 「深坑」 (prapata)とは「断崖に囲まれた深いくぼみ」である。

280｢塵灰等」 (bhasmadi)は，チベット訳には「牛糞」 (lciba)と訳されている。

錫'｢五火のヨーガ」 (pancatapayoga)とは「五熱炎身の苦行」を指す（上註166参照)。方広にも「五熱以炎身」と訳されて

いる。

282チベツ卜訳は「手を広げ伸ばして遊行し」という意味の訳文になっている。なお， 「仏本行集経」の当該部分（｢大正大蔵

経」第三巻766中）には「有緊其雨臂而住」との訳文が見られる。

283チベット訳は「家から一食を受けることによって」という意味の訳文になっている。

翠｢中巻」には「ここにおいて「清浄になれり」と自ら信ずる」と訳したが，文意を勘案して「これを以て自らを清浄なり

と信ずる」に訂正する。なお，チベット訳には「これを以て」 (iha)に当たる訳語はない。

285｢中巻」にはdugdhaを「乳酪」と誤訳したので， 「牛乳」に訂正する。

286garqula(=gardula;gardUla)は通常「革紐；縄紐」の意であるが，文脈を念頭に「黍穆」と訳す。おそらく 「縄紐の材料

となるような或る種の森の植物」を指すと思われる (cfBHSD,gardula)。なお． 「稗穀」「蔬菜」 「黍穆」については・第

20巻第3号所載の拙訳（註180)を参照されたい。

”｢中巻」には「褐衣・獣皮」と訳したが，原文に即して「獣皮・褐衣」とする。ただし・チベット訳では「褐衣・獣皮」

の順になっている。なお， 「褐衣」については，上註160参照。
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べんばつ

19.手を上に揚げ続け，髪を上に立て， また，辮髪を上に立てて，
たいだ

悪道に住し，正道より退堕しながら．安楽［なる境地］に赴くことを欲する。
おうが いばら

20．草・棒・灰の上に横臥し， また，鰊の上に横臥して， じっとうずくまり，

ある者は一本足で立ち，顔を上に向けて， 月．太陽を眺める。

21.泉．池．沼， 《また2錫》海や池に，あるいは，太陽や月に，

樹木・山・山岳の頂上銘9に， ［また］陶器．大地［など］に帰命する。

22．かの愚者たちは，種々なる危害［を加えること］を以て，身体を清浄ならしめんとする。
じゃけん とら あくしゅ

［彼らは］邪見に捕えられて，速やかに悪趣2卯に転落する。
ごんかい なんぎよう

23. さればいざ， われは，禁戒と苦行との，恐るべき難行を開始せん。
あた

すなわち，諸々の天神や人間たちの行ずる能わざる難行を。

24金剛の如く堅固に腱29'する,呼吸停止の禅定麹2を[われは]修定せん。
しゆじよう

どつかくぶつ じげん

すなわち，独覚仏ですらも，示現せしめうることなき禅定を。
かいぎよう

25． この世には，粗暴なる戒行を喜ぶ，外道の天神や人間たちが存在する。

彼らを教化するために， ［われは］厳酷なる戒行羽3を始むくし。
し けっかふざ

26． ［菩薩は］何も敷かれざる地面に，結珈跣坐して坐せり。

［一粒の湖]鴬.舘森.米による,食事の作法を示したり。
27.入息を停止し出息を停止して， なお，力ある者（菩薩）は動揺せざりき。

六年の間，最勝なる呼吸停止"5 ［の禅定］を修定せり。

28．妄念なく，妄想なく，動揺することなく，心に迷いなく，

空界に遍満する［が如き]，呼吸停止の禅定296を修定せり。
ひなた かげ

29．彼（菩薩）は， 日向から蔭にも，蔭から日向にも行くことなかりき。

メール山"7の如く不動にして298,呼吸停止の禅定299を修定せり。
おお

30. また，風・雨に対して蔽いをなさず。虻・蚊・蛇蜴類に対して防護をなさず，
そうじよう ぎよう

騒擾（騒ぎ乱れること）なき行によって，呼吸停止の禅定3"を修定せり。

31.彼（菩薩）は決して自分だけの利益のために呼吸停止の禅定鋤'を修定せるにあらず。
しゅじゅう

他者への慈悲心を以て，世間の大利益のために修習せり。

220

222

郷｢また」 (ca)は全写本に欠けているが，韻律上，必要である。

”チベット訳には「山」 (giri)に当たる訳語はなく，単に「山の頂上」 (rihirtsemo) と訳されている。

290｢悪趣（悪道)」とは「悪業の報いとして受ける生存状態」であり， 「地獄．餓鬼．畜生」を三悪趣（三悪道） という。

鋤,｢止住」とは「とどまり安住すること」である（｢佛教語大辞典」507頁参照)。

狸チベット訳には「虚空遍満の禅定」と訳されている。上註190参照○

293原文としてはvrata-tapa(戒行と苦行） とする写本が多<,諸刊本もそのように校訂している。文脈上も「苦行」 (tapa)
を挿入すべきかと思われるが．チベット訳にはこれに当たる訳語はないので， ここでは「苦行」を削除する。

勢Iチベット訳には「一粒の」に当たる訳語(gcig)がある。

詞5チベット訳には「虚空遍満」と訳されている。なお． 『中巻」には「最勝なる禅定，呼吸停止」と訳したが． 「最勝なる呼
吸停止」に訂正する。

296チベツ卜訳には「虚空遍満の禅定」と訳されている。

"7｢メール山」 (meru) とは，通常「須弥山」 (sumer'')の異称である。

298チベツ卜訳は「不動なる［虚空遍満の禅定を]」という意味の訳文になっている。

299上註296と同じ。

”同上。

猟)'同上。
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32．村の少年たち， また，牧牛者たち，材木を運ぶ者．草を運ぶ者たちは，

彼(菩薩)を塵塊のピｼｬｰﾁｬ(食肉鬼) と考えて, 〔彼に30豊〕土を鋒りつけたり。
33．彼（菩薩）に汚物を撒布し， また，彼らは種々なる危害を加えたれども，

［菩薩は］動揺することなく， また動転することなく，呼吸停止の禅定303を修定せり。
かが な

34． ［身を］曲げることなく，屈めることなく:M)1,身体の防護のために撫でることなく鋤5，

全く大小便をすることなく，音に驚くことなく，他者を見ることなかりき。

35． ［菩薩の］肉と血は乾燥して，皮・静脈・骨［のみ］が残され，
じゆず

また背骨は，腹部を通して，綴られた珠数の如〈に見えたりo3()6
ガングルヴァ

36． ［かつて］すぐれた供養をなせる，かの制)7，天神．阿修羅．竜．夜叉．乾悶婆たちは，

功徳を有する者（菩薩）を現前にして，彼らは308日夜に供養をなせり。

37. また，彼らは誓願を立てたり。 「われらも速やかに， この人の如<にならん。

虚空の如き心を有し，呼吸停止の禅定”を修定せる彼の如<に。
ため あ人ら<しん

38． 自らの利益の為のみにあらず，禅定の楽を味わう為にあらず，安楽心3'0によるにあらず。
ひみん

ただ悲慰の心によるのみにして，世間に大利益をなす［者となる］べし」 ［と]・
いがくいるん さいぶく

39．異学異論は擢伏せられ，知性を喪失せる諸外道は制圧せられたり。

カーシュヤパ;｝I'によって言葉で説かれたる［菩提の],業と所作とが示されたり。

40． ［すなわち］ 「剃髪者（比丘）にとって菩提とは何か。この世において312,

菩提は，多劫の間極めて得難し313」と ［カーシユヤパによって説かれたる菩提］の｡3ﾙ！

［菩薩は］諸々の衆生を満足せしめるために，呼吸停止の禅定3'5を修定せり。
ナユク きょうけ

41.総計十二那由多に達する天神や人間たちが，三乗に教化せられたり。

これによるが故に，善意ある者（菩薩）は，呼吸停止の禅定3'6を修定せり。

224

[以上］ 「苦行品」と名づける第17章なり。

瓢12束大主要写本には「彼に」 (tam)が挿入されており．チベット訳にもこれに当たる訳語(dela)があるが，韻律上， 削

除すべきである。

”上註296と同じ。

”｢曲げることなく，屈めることなく」の部分のチベット訳は「i噺ぶることなく．卑下することもなく」という意味の訳文

になっている。

瀕扇この部分のチベット訳は「身体を防護することなく撫でることなく」という意味の訳文になっている。

:Mx;この一行のチベット訳は「背骨を見れば透けて，綴られた珠数の如くなりき」という意味の訳文になっている。

”チベット訳には「かの」 (te)に当たる訳語はない。

”チベット訳には「彼らは」 (te)に当たる訳語はない。

”上註296と同じ。

31Oここでの「安楽心」 (sukha-buddhi)とは「安楽を目的とする心」の意と見るべきであろう。

3''kaSyapa(迦葉仏）は「過去七仏の第六番目の仏陀」であり．釈尊（第七の過去仏）の直前に出現したとされる。

312チベッ卜訳には「この世において」 (iha)に当たる訳語はない。

3'3｢中巻」にはsu-durlabhaを「得られ難し」と訳したが． 「極めて得難し」に訂正する。

3Mチベット訳においては."39偽二行目からここまでの部分が「剃髪者よ，菩提はいずこにありや。菩提は。 多劫の間．得

難し」と，カーシュヤパによって言葉で説かれたる，業と所作とが示されたり」という意味の訳文になっている。ただし，

この部分は文脈上暦突であり． 後代に挿入されたものと思われる。

3'5上註296と同じ。

3'61司上。
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第18章（ナイランジヤナ－［河］品317）

な

比丘らよ‘マーラ(悪魔)溌筍訓胤は,菩薩が六年間苦行を為せる間,背後に常に随従せり。
すき ねら みだ え

薩の］隙をうかがい， ［誘惑の］機会を狙えども，一度も，いかなる隙をも見出し得ざりき。彼
かぃこん

魔）は隙を見出し得ずして落胆し，悔恨に満ちつつ去り行けり。

そこで，かくの如く言われる。
ここち かんぼ〈

1.林は心地よく，森の潅木は音もなき． ウルヴィルヴァ-319の東方，

ナイランジャナ－3鋤河のあるところ，

aそこにおいぞ臓弄321に専心し,常に堅固なる勇猛ありて，
ゆうみよう

袋伽姜縛2， (精神の完全なる平安)を得るために.精進して雛せる時に3鋤．
3． ナムチ324 （悪魔）は，甘美なる3弱言葉を語りつつ，近づけり。

いかん

【｢シヤーキヤの息子3郡よ’立て。身体を苦しめて，汝，如何とする｡3"】
しゅじゅう

4．いざ，生きよ，生命を愛すべきなり。生存してこそ法を修習しうる。
な

生きて為すべきこと，それらを為してこそ，悲しむことなし。
や

5．汝は痩せ，青ざめ，衰弱せり。汝の死は近づけり。

千の比率において死があり，生はわずかに一の比率なり。
かぐさい

6．常に布施をほどこし， またアグニホートラ3錫（火供祭）で供物を焼けば，
な

大福徳を生ずべし。 ［しかるに汝は］断惑行を以て何をか為さんとするや。

7．断惑行の道は苦に満ちて，心の制御は為し難し」 ［と]。

かくの如き言葉を，その時，マーラ （悪魔）は［かの3鋤］菩薩に語りたり。

8．かくの如く語りたる，かのマーラに．菩薩はその時鋤0答えたり。
ほういつ

「邪悪なる者，放逸の親族なる者よ。汝は自らの利益のために［ここに］来たれり。

9．マーラよ’われに，福徳による利益は，微塵も存在せず。

されば，福徳による利益を求める者に，そのように語るがよい。

10.生は死によって終わるが故に郷1,われは［その生を］不死なりと思うことなし。
ぼんぎよう くきょう

［われは］梵行の究寛に達して，退転せざるものとなるべし。

笠
ロ
亜
吟

に226

228

3'7方広には「往尼連河品」と訳されている。

318｢波旬」 (papiyas)は「邪悪なる者」の意。一般に「魔王波旬」と称せられる。

3'9uruvilva(=urubilva)はパーリ語ではuruvela(ウルヴェーラー）と呼ばれる。釈尊が苦行を行なった林がある村の名である。

32nnairanjana (尼連禅河）については，上註79参照。

漣l｢断惑行」 (prahana)とは「正しく煩悩を断ずる修行」であり． 「正断」とも訳される。

3型｢礁伽安穏」 (yogakSema)は，チベット訳には「成就と平安」 (grubdanbdeba)と訳されている。
3麹チベット訳は「精進して勤修せる彼に」という訳文になっている。

324namUCiはマーラ（悪魔）の別称である。

325｢甘美なる」 (madhura)はチベット訳には「甘美にして美妙なる」 (hjamshinshanpa)と訳されている。
“｢シャーキヤの息子」とは「釈迦族の王子」の意である。

327【 】内の一行は写本T1,T3に欠けており，チベット訳にも相当訳文がないが， この一行を削除すると1行不足となるた

めに．第2偶が三行から成る偶となる。文脈上，第3偶の中に含めるのが妥当である。

328agnihotraとは，通常「朝夕に，火神アグニに牛乳を供える儀式」である。

329チベツ卜訳には「かの」に当たる訳語(de)がある。

:,30｢その時」 (tato)は，チベット訳には「かくの如く」 (hdiskad)と訳されており，梵文と合わない。

漣lチベット訳は「生の終わりには死があるが故に」という意味の訳文になっている。
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もろもろ こかつ

ll.風は，諸々の河の流水をも，実に，枯渇せしむくし。
ご人しゅ

まして’ 自ら勤修せる者の血を，それ（風）は何すれぞ枯渇せしめざらんや。

12332. されど，血が枯渇して，その後に， まさに肉が枯渇し，
ひ

肉が干からびる時に，心は， なおいっそう，清浄となり，
いぎよう しょうじん さんまい

さらになお，意楽と精進と三昧とは存続する。
かんじゆ

13. まさに，かくの如くわれは住しつつ，最高の感受（知覚）を得たれば，

心は身体を錨3顧慮することなし。 ［わが］自制心の清浄なるを見よ。
いぎよう しょうじん ちえ

14. われには意楽（念願）があり， また，精進と智慧とが存在せり。
みいだ

われの精進を動揺せしめうるような者を， われは世間に見出さず。

15.生命を奪う死はむしろ優れたり。あわれにも，俗悪なる生は然らず。

敗北して生きるよりも．戦闘における死が● より好ましい｡錫1

16.臆病なる者は軍勢に勝利せず。されど，勇猛なる者は軍勢に勝利し，

勝利してもそれを誇ることなし。マーラよ’ ［われは］速やかに汝に勝利せん。
あいよく ふかい

'7． 〈愛欲〉が汝の第一の軍勢にして， また， 〈不快〉が第二なり。
きかつ かつあい

汝の第三はく飢渇〉にして， 〈渇愛〉が第四の軍勢なり。

18. <落瀧熊335>が汝の第五にして, <恐怖>が第六と言われたり。
きょうふ

ぎわく ふんぬ ぎぜ人

汝の第七はく疑惑〉にして， また， 〈念怒〉 と く偽善3郡〉とが第八なり。
りとく めいせい こうぐう

19. <利得〉 とく名声>, またぐ厚遇>, さらにく不正に名誉を得ること>,
ひぼう

く自らを称賛すること>， またぐ他者を誹誇すること>，

20． これらが，苦悶を与える鋼7．黒闇の親族ナムチ（悪魔）の軍勢なり。
あ おか

或る沙門．婆羅門たちは， これらに侵されたりと見られる。

21.汝の軍勢は天界を含むこの世間を制圧すれども，汝の338その軍勢を, [われは］

智慧によって，焼かれざる土器を水によって破るが如く，打ち破るべし。
しようねん あま しゅじゅう

22． ［われは］正念を確立し， また，智慧を余すところなく修習して，
しようち な

正知をもって修行せん。悪意ある者よ，汝は何をか為さんとするや｡」

230

はじゆん うしゆう

かくの如く言われて，マーラ （悪魔）波旬は苦悩し，落胆し，憂愁し，
いんぽつ

そこにおいて隠没粥9せり。

さてその時，比丘らよ’菩薩は，かくの如く思念せり。 「過去・未来・
はげ

沙門や婆羅門たちは， 自らを傷つけ，身体を痛めつけ，苦しく，烈しく，

･

かいこん

悔恨に満ちて， まさに，

あ

或る

不快

現在の世における，
つら かこく

辛<，苛酷にして，

332第3偶に1行を挿入したために, 1行の余分が発生しているので，文脈を勘案して， この偶（第1213)を3行から成るも

のとする。

3羽｢心は身体を」に当たるチベット訳は「身体と生命とを」という意味の訳文になっている。

麹この一行のチベット訳は「戦闘における死は，より好ましく，敗北して生きるは然らず」という意味の訳文になっている。

3弱｢惜沈」 (styana)は「心が階く沈みこみ，ふさぎこむこと｣， 「睡眠」 (middha)は「意識がぼんやりして刺激反応が起こ

らないこと」である。

336｢偽善」の原語mraksaは「覆」「所覆」などと訳されるように， 「自己の過ちを隠蔽すること」をいう。

337｢苦悶を与える」に当たる部分のチベット訳は「堕落せる」という意味の訳文になっている。

338チベツト訳には「汝の」に当たる訳語がなく．代わりに「彼らを（打ち破るべし)」に当たる訳語(dedag)がある。

”｢隠没」とは「姿が隠れ．見えなくなること」である。
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なる感覚を感受する。彼らは．かくの如き類の鋤0， この上なき苦痛を受ける」 ［と]｡

比丘らよ’その時われは。かくの如く思念せり。 「この，わが狐'修行によっても， この行法によっ

ても， 人間（世俗）の法を超えたところの．真に高貴なる知見の殊勝なる境地が證得せられること

は， よもあるまじ。これは菩提の道にあらず。この道は将来の生・老・死《の発生制2》を断滅する

ものにあらず。《これより別に，将来の生・老・死の苦の発生を断滅する，菩提の道があるべし》

[と]｡3'3》
おんりん

比丘らよ’ その時われは，かくの如く思念せり。 「われが， ［かつて］父の園林において， ジャン

プ樹の篭に坐して,諸々の愛欲を離れ,悪.不善の法を離れ,鵠(肴覺) .肴恂(肴議)認‘にして，
遠離より生じたる喜.楽を有する第一の禅定(初禅)に達して安住し･腱,第四の禅定鋤5にまで

き らく しょぜん

しゅうき

達して安住したるところの，あれが，生・老・死の苦の集起（集合的発生）を断滅する菩提の道な

るべし」と。それに随順して， われに認識（確信）が生じたり， 「あれが菩提の道なり」と。

その時われは， かくの如く思念せり。 「この道は， かくの如く衰弱せる状態にありては，
あた

尋證登釧‘を現証するに至ること能わず｡ もしわれが,かくの如く粗悪にして虚弱なる身体そのま
こうせい ひみん

まに，神通ﾙ'7と智との力によって菩提道場に赴くならば， われは後世の人々に悲懲をほどこさざる
みじ葱

ことになるべし｡これもまた菩提の道にあらず｡されば, われは有形の食物側8 （美食）を食して,

身体の精力を生ぜしめたるのち，初めて菩提道場に赴くべし」 ［と]･

その時，比丘らよ’劣悪なるものを信じ求める天子たちがありて，彼らは， われの心の思案を心
ぜんし

で察知して， われのところに近づきて， われにかくの如く言えり。 「善士（立派な人） よ，あなた
もうこう

は有形の食物を受けたまうことなかれ。われらは，あなたの毛孔より，精気を注入せん」 ［と]。

比丘らよ’その時われは，かくの如く思念せり。 「われは「断食せん」と自ら宣言したり。また，
たくはつ

《われの:，'9》托鉢する村（托鉢村）に住する，近隣の人々も，かくの如く 『沙門ガウタマは断食せりj

と認知したり。しかるに，かくの如く， これらの，劣悪なるものを信じ求める天子たちが，われの

毛孔より精気を注入するならば，それは350われにとって最大の妄語（虚言）たるべし」 ［と]。かく

して，菩薩は，妄語を避けるために，かの天子たち［の申し出］を拒絶して錫1，有形の食物に心を

向けたり。

232

234

31oチベット訳には「かくの如き類の」 (etavat)に当たる訳語がない。

3mチベット訳には「わが」 (maya)に当たる訳語がない。

訓2〈 》内の部分の原語(sambhavanam)は東大主要写本に欠けているが．チベット訳によれば挿入すべきである。直後の

記述によれば「生・老・死の苦の発生」の意である。

313《 》内の部分の原文は東大主要写本には欠けているが， チベット訳によれば挿入すべきである。

31！尋（覚） とは「粗大な思惟活動」 （表象作用）であり・伺（観） とは「微細に分別する深い考察」 （識別作用）である。し

たがって， 「有尋（有覚)」とは「心に表象作用があること」であり， 「有伺（有観)」とは「心に識別作用があること」で

ある。

洲5｢四禅定」については，第20巻第1号所救の拙訳("158)を参照されたい。

3弼｢等正覚」は「正等覚」ともいう。 「一切平等の理を正しく覚ること」 「妓高至上の仏の境地」である。

”｢神通」 (abhijna) とは「凡人の能力を超えた．不可思議で自在な能力」である。

3ｲ8｢中巻」には「固形の食物」と訳したが． 「有形の食物」に訂正する。方広には「今應受美食(今鯉に美食を受けて)」と

訳されている。 「美食」とは「廓．生群．油．蜜．砂糖．魚．肉．乳．凝乳」をいう （｢佛教語大辞典」 1293頁参照)。

3j9｢われの」 (me)は東大主要写本に欠けているが．チベット訳によれば挿入すべきである。

3副)チベット訳には「それは」 (sa)に当たる訳語がない。

35lチベット訳は「かの天子たちの言葉を聞くことなく」という意味の訳文になっている。
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ごんかぃ な と た

かくして実に，比丘らよ’六年間の禁戒352と苦行を成し遂げて，菩薩は，その座より起ち上がり，
しょくもつ しょく

｢有形の食物を食すべし」との言葉を塞したり。 ｢例えば,甘藤汁.ムンガ鵠3の煮汁.ﾊﾚｰﾇｶ野’
の煮汁・米飯・粥・混合粥を［食すべし]」と。

さてその時．比丘らよ’五群賢者355に．かくの如き思念が生じたり。 「かくの如き。 この修行“
ぎようほう

によってすら，かくの如き， この行法によってすら，沙門ガウタマは，人間（世俗）の法を357超越

せる,真に高貴なる知見の殊勝なる境地を.いささかも證得すること籠わざりき° ‘瀞や,今週有
なお ぐまい しょうじん

形の食物を食して，世俗の安楽の享受に専心して住すれば尚のことなり。この者は愚昧なる小人な
そば

り」と考えて，菩薩の傍から去り行けり。彼らはヴァーラーナシー（ベナレス）に行き， リシパタ
せんにんだしよ る<やおん

ナ（仙人堕虚）のムルガダーヴァ （鹿野苑）に住したり。
ごんしゅ らいはい

その時，苦行を勤修せる菩薩には，最初から，村長の娘十名が［菩薩を］見るために，礼拝する
きんじ なつめ

ために， また，親しく仕えるために近侍したり。かの五群賢者もまた［菩薩に］仕え，一粒の棗・
ごま

胡麻･米の施物は［彼らから］献上せられたり。 ［十名の娘とは359］バラーと名づける娘と，バラグ

プターと， 〔プリヤーと360〕スプリヤーと，ヴイジャヤセーナーと， アティムティカマラーと， スン

ダリーと， クンバカーリーと， ウルヴィッリカーと， ジャティリカーと，及びスジャーター36'と名
かゆじる

づける村長の娘にして， これらの娘たちは，菩薩のために，色々な種類の粥汁の，それらの全てを

作って献上したり。
こつじき

また，菩薩はそれらを食したる後，次第に，托鉢村を乞食してまわるようになり，顔色よく，容

色すぐれ，活力ある者に成れり。それ以来，菩薩は「スンダラ（端正なる）沙門，大沙門」と呼ば

れたり。
ご人しゅ

比丘らよ’その時， スジャーター（善生）なる村長の娘は，菩薩が苦行を勤修せるとき，最初か
ようじょう

ら，菩薩の禁戒と苦行が成就する［ことを祈願する］ために，また， ［菩薩の］身体の養生のために，
おこ

毎日，八百名の婆羅門に食べ物を供養せり。また，かくの如き誓願を発したり。 「わたしの食べ物
むじようしようとうがく しようとく

を食して，菩薩が無上正等覚を證得したまわんことを」と。
け ざ え く やぶ

比丘らよ’六年を経過して，その時われの袈裟衣は朽ち弊れたり362。 《比丘らよ363》その時われは，
はなは よる

かくの如く思念せり。 「もしわれが, ［一枚の鱒']薩鶉麺を得るならば,甚だ宜しかるべし｣ [と]。

236

352｢禁戒」とは「禁じられた戒めを守ること」である。

353｢ムンガ」 (munga)は「隠元豆の一種」である。

認｢ハレーヌカ」 (harenuka) も「豆の一種」である。

3弱｢五群賢者」は「常に釈蝋に随従してきた五名の修行者」であり，後に釈尊の鹸初の弟子（五比丘） となる。

356｢修行」 (carya)は，チベット訳には「道」 (lam) と訳されている。

”｢中巻」には「人IM1 (世俗）の最上なる法を」と訳したが， 「鯖上なる」を削除する。

358｢今」 (etarhi)は．チベット訳には「この」 (hdi) と訳されている。

359チベット訳には「村長の娘十名とは」 (grolipahibumobcuni)が挿入されている，

360多くの写本が「プリヤーと」 (priyaca)を挿入しているが．チベット訳にはこれに当たる訳語がな<. また． これを入

れると十一名になるので，削除すべきである。

弱1以上十名の娘の原語は順次bala,balagupta.supriyavijayasena.atimuktakamala.sundari.kumbhakali,uruvillika, jatilika.

sujataである。このうちatimuktakam315は，チベット訳[atimuktakahiphrenba]によればatimuktakamiliと読む

べきであるが，写本の支持が充分でない。

362チベッ卜訳には「その時われの袈裟衣は朽ち弊れたり」に当たる訳文が欠落している。訳者の不注意によるものか？

363東大主要写本には「比丘らよ」 (bhiksavah)が欠けているが． チベット訳によれば挿入すべきである。

鵜'チベット訳には「一枚の」に当たる訳語(pgapshig)がある。

365｢腰布」の原文kopinapracchadanaとは「陰部を澱うもの」の意である。
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実にまた，比丘らよ， その時，村長の娘スジャーターの下女にして， ラーダー3"と名づける者が

命終せり。彼女は麻の衣に包まれて,墓地に運ばれ鋪7捨てられたり。われは, その蓋篇表3鑓を見
みようじゆう ころも くる

つけたり。そこでわれは，その糞掃衣を左足で踏みつけ，右手を伸ばして，それを取るために身を

かがめたり369．
け う

その時，大地の神々は中空の神々に，声を出して告げたり。 「友らよ’希有なり。友らよ’ これ
きどく てんり人じようおう

は奇特なり。そもそも，かくの如く，偉大なる王の家系に生まれながら；転輪聖王の位を捨てて，

糞掃衣に心を向けるとは」と。中空の神々は大地の神々の声を聞いて’四大王天の神々に声を発し

て伝えたり。四大王天衆は三十三天［衆］に，三十三天（‘|刀利天）は夜摩天に，夜摩天は兜率天に，

兜率天は化楽天に,化楽天は他化自在天に｡ 《他化自在天から370》,腱｡甕職に至るまで,かく
せつな しゆゆ しきくきょうてん

の如く，実に，その刹那，その瞬間，その須爽の問に，色究寛天に至るまで’ ひとつの声， ひとつ

の叫びが響きわたれり。 「友らよ’ これは希有なり。友らよ’ これは奇特なり。そもそも,かくの
．〈んりんじようおう

如く，偉大なる王の家系に生まれながら，転輪聖王の位を捨てて，糞掃衣に心を向けるとは」と。
はなは よる

その時また，菩薩はかくの如く思念せり。 「われは糞掃衣を得たり。 もし水を得たらば，甚だ宜
う こんにち

しかるべし」と。すると即座に， ［或る］神が手で地面を撃てり。そこに池が出現したり。今日でも，

その池［の名］は「パーニハター」 （手で紫たれた） として知られたり。

さらにまた，菩薩はかくの如く思念せり。 「われは水を得たり。 もし， この糞掃衣を洗うための
ひらいし たいしやく

平石を得たらば，甚だ宜しかるべし」 ［と]○その刹那に，帝釈（インドラ天）は， まさにその場所

に，平石を安置したり。それ［の上］で，菩薩は，かの糞掃衣を洗濯したり。
ぜんし

その時，天主帝釈は菩薩にかくの如く言えり。 「善士よ， これをわれに渡されよ。われが洗わん」

と。しかるに菩薩は， 出家者は自ら［自分の］所用を済ませるべきことを示すために，その糞掃衣

を37,帝釈に渡さず， 自分自身で洗濯したまえり。彼（菩薩）は疲れ372,疲弊せる身体を以て池に降
あ はじゆん とら

りたのち，上がらんとせり。 【しかし373】マーラ（悪魔）波旬は，嫉妬の情に捕えられて，池の岸を
こうしゅん へんげ

高峻なるものに変化せしめたり。その池の岸辺にカクバ3別の大樹あり。そこにおいて375,菩薩は，
じゅしん き

世間に随順するために， また， ［樹］神に利益を与えるために’樹神に告げたり。 「樹神よ，樹の枝
っか

を差し出せ」と。かの女神（樹神）は樹の枝を垂れ下げたり。菩薩はそれを掴んで上がりたり。上

がりたるのち, また.そのｶｸバ樹の下にて, 【かの"‘】糞掃衣を繍臓3"(笑表) と作して｡鍵

238

240

:I"｢ラーダー」の原語はradhaである。

”チベット訳には「連ばれ」 (apak"ya)に当たる訳研がない。

:'68｢麓掃衣」とは「塵芥の中に捨てられてあるぼろきれ」であり， 「そのぼろきれを綴り合わせて作った衣」である。ここで

は， 「死体を包んであった衣」を指している。

剛チベット訳は「その糞掃衣を取るために．左足で蹄みつけ，身をかがめて．右手を伸ばしたり」という意味の訳文になっ

ている。

370束大主要写本には「他化自在天から」 (paranirmitavaSavartino)が欠けているが,チベット訳によれば挿入すべきである。

37!チベット訳には「その糞掃衣を」 (tatpamSukUlam)に当たる訳文がない。
:l72チベット訳には「疲れ」 (Srantah)に当たる訳語がない。

:而:'「しかし」 (ca)は東大主要写本に欠けており，チベット訳にもそれに当たる訳語はない。

:mkakubhaは「樹木の一種」であるが，方広には「阿斯那」と訳されており．梵文と合わない。また，チベット訳[sgrub
byed(=aljaka?)] も梵文に合わないように思われる？

:灯5チベット訳には「そこにおいて」 (tatra)に当たる訳語がない。

:“｢かの」 (tat)は. T3以外の写本に挿入されているが．チベット訳にはこれに当たる訳語はないから．削除すべきと思わ
れる。

:両7｢{W伽岻」 (samghati)は「僧の三衣の中の最大のもの」であり，説法や托鉢に際して必ず身に藩けるべきものとされる。
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ほうどうふんぞうえ か

い合わせたり。今日でも，それは「縫合糞掃衣」と ［いう名で]，斯く知られたり。
じようごてん

その時， ヴイマラプラバ378 （無垢光） と名づける，浄居天に属する天子あり，彼は，天上の衣服
け さ

にして袈裟の色に染められた，適当にして沙門にふさわしきもの数枚を，菩薩に献上したり。また，

242菩薩はそれらを受納して,識蒔諏,に,筒表(肌着)を善け,僧伽砥衣(大衣)を着て380,托鉢村
に向かいたり。

その時に神々は， ウルヴイルヴアーのセーナパテイ村の， ナンデイカという村長381の娘スジヤー
〈 ぎ

ターに’真夜中時に告げたり。 「そのために，汝があれほど，かの供犠祭式を捧げたるところの，
じみ

その禁戒を成就して，彼（菩薩）は滋味ある有形の食物を食したまうべし。しかも，汝はかつて誓
おこ

願を発したり｡ 『わたしの食べ物を食して，菩薩が無上正等覚を證得したまわんことをjと。あの’
な

汝の為すべきこと，それを為すがよい」と。

さてその時，比丘らよ’村長ナンデイカの娘スジャーターは，かの神々から，その言葉を聞くや，
だいご じゅんせい にゆうらく

ただちに’千頭の牛の乳を七回精製して，最高の滋味ある醍醐（最も醇正なる乳酪）を得たり。ま

た［それを］得て，彼女は382その乳酪を， きわめて新鮮なる米とともに，新しい鍋に入れ，新しい
か玄ど

竈に据えて’その食物を用意したり｡また，それを用意している時に，次の如き前兆が見られたり。

すなわち，その乳酪の上に383, シユリーヴアトウサ．スヴアステイカ．ナンデイアーヴアルタ．パ

ドウマ．ヴアルダマーナ384等の，諸々の吉兆相が現れたり。その時，彼女は，かくの如く思念せり。
きざ

「かくの如き， これらの兆しが現れたるが故に，必ずや，食物を食したるのち，菩薩は無上正等覚
ぎほう せんそうし

を證得したまうべし」 ［と]。また，手相占いの知識と儀法に通じたる占相師が，その地方に到来せ

り。彼もまた，全く同様に， まさしく甘露（悟り）の獲得を予言したり。それから， スジヤーター
にゅうみ にお そそ しつら

は，その乳廃（乳粥）を煮終えて’ ［鍋を］地面に置き’花を散じて，香水を灌ぎ，丁重に座を設

244えて， ウツタラー385と名づける侍女に告げたり。 「ウツタラーよ’行って，婆羅門を招待せよ。わ

たしは’この美味なる乳廃を監視せん」 ［と]｡ 「承知しました，ご主人さま」と答えて， ［ウッタラー

は］東の方向に行けりo彼女はそこに386菩薩を見たり。同様にまた，南方にも菩薩を見たり。同様

に，西と北との，各方向に行くや’それぞれ’そこに菩薩を見たり。実にまた，その時，浄居天に
さいぶく

属する天子たちによって，一切の外道衆が推伏せられたるが故に， ［外道衆の］誰も ［その姿］が

見えなくなれり。そこで，彼女（ウッタラー）は戻り来たりて，主人（スジャーター）にかくの如

く告げたり。 「実に御主人さま銘71他の沙門や婆羅門は誰も見えません。ただ，わたしがどの方向に
たんしよう

行っても，それぞれ'そこにスンダラ（端正）沙門だけが見えます」 ［と]oスジヤーターは言えり。

378vimalaprabhaは「無垢なる光」の意であり，方広にも「無垢光」と訳されている。なお． 「中巻」に，方広には「離垢光」
と訳されていると注記したが， これは不注意による誤りである。

読9｢展朝時」については上註31を参照されたい。

3帥チベット訳は「内衣と僧伽砥衣を身に着けて」という意味の訳文になっている。

露,｢村長」 (gramika)は，チベット訳には「ある村民」 (gronmishig)と訳されている。以下・ 「村長の娘スジヤーター」

という表現については．全て同じである。gramikaは元来「村民」の意であるが． 「梵和大辞典」には「村長」と訳され

ており，二つの意味の間での揺らぎが見られる。 cfBHSD,gramika

382チベット訳には「彼女は」 (sa)に当たる訳語がない。

383チベット訳は「乳酪の中に」という意味の訳文になっている。

384Srivatsa.svastika.nandyavarta.padma,vardhamanaは， いずれも瑞相である。方広には「千輻輪波頭摩等吉祥之相」と

訳されている。

385Uttaraは，方広には「優多羅女」と音訳されている。

“チベット訳には「そこに」 (tatra)に当たる訳語がない。

387チベツ卜訳には「実に御主人さま」 (khalvarye)に当たる訳文がない。
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「ウツタラーよ’ ［再度］行きなさい。彼こそ婆羅門にして，彼こそ沙門なり388。まさに彼のために，

これは用意せられたり。彼だけを招待しなさい｣[と]。「承知しました，ご主人さま」と， ウッタラー

は行って，菩薩の両足の前に平伏して，スジヤーターの名によって招待せり389。かくして比丘らよ’
じゅうしょ

菩薩は，村長の娘スジヤーターの住虚に赴き，設けられたる座に坐したり。

さらにまた，比丘らよ，村長の娘スジャーターは，金製の鉢を美味なる乳廃で満たして，菩薩に

献上したり。

その時，菩薩に，かくの如き思念が生じたり。 「スジャーターによって， この食物が献上せられ，

246われが，今， この〔食物を3帥〕食すれば，必ずや無上正等覚を證得すべし」 ［と]・
しゆくじよ

それから菩薩は， その食物を受けて，村長の娘スジャーターに，かくの如く言えり。 「淑女よ，
いか おんみ

この金製の鉢は，如何になすべきや」 ［と]<》彼女は答えたり。 「御身のものとなしたまえ」と。菩

薩は言えり。 「かくの如き ［贄沢な］容器（鉢）は， われには無用なり」 ［と]・スジヤーターは言
ばつ しよ

えり。 「欲するままに処したまえ。わたしは誰に対しても，容器（鉢）を別にして食物だけを施与

することはございません」 ［と]。

そこで菩薩は， その施物（食物を入れた鉢） を持ち， ウルヴイルヴァーから去りて， 《午前中
と りゆう じょうえ だい

の39'> [食事を摂るべき］時間帯に，龍の河なるナイランジャナー河に釣2赴き，その施物と上衣（大
え いつかしょ

衣） とを一箇処に置いて， 身体を清めるためにナイランジャナ一河に降りたり393．
もくよく じんすいこう

実にまた，比丘らよ’菩薩が沐浴せる時に，数百千もの天子たちが，天界のアガル391 （沈水香) ・
せんだん ずこう さんぶ

栴檀の香末や塗香を河に混入せり。また， 尺界の様々な色の花を水中に撒布したり。言うまでもな

く，菩薩を供養せんがために。

それ故また，その時， ナイランジャナー河は天界の香や花に満ちて流れたり。そして，その香水
コーティーニユタ

を以て菩薩が沐浴するや， 《それを鋤5》百千拘岻尼由多もの［多数の］天子たちが汲み上げて，そ
とうびょう

れぞれ自分の宮殿に持ち帰りたり。塔廟（チャイテイヤ）を建てて供養するために。
かみ ひげ

また，菩薩の髪と讃たりしところのもの， それらも，村長の娘スジャーターが「吉祥なり」と考

248えて，塔廟を建てて供養するために持ち帰りたり。
すわ なかす りゅうにょ

また，菩薩は河より上がり．坐らんと欲して中州を見たり。その時ナイランジャナ－河に竜女

あり，彼女は地中より蒲醤I鯛して.意より成る鋤7灘を菩薩に献上したり。菩薩はそこに坐して，
にゅうみ

村長の娘スジヤーターを哀感するが故に，その美味なる乳廃（乳粥）を，必要とするだけ（充分に）

細チベット訳には「彼こそ沙l''lなり」 (saevaSramanah)に当たる訳文がない。

:鯛9チベット訳は「スジャーターの名によって「招待します」と言えり」という愈味の訳文になっている。

3脚東大主要写本には「食物を」 (bhOjanam)が挿入されているが，チベット訳にはこれに当たる訳語はない。文脈上も不要
につき削除して． 「これを食すれば」と訳すべきか？

:卿!東大主要写本には「午前中の」 (pUrvahna)が欠けているが．チベット訳を参考に挿入すべきである。なお． 「中巻」に
は「Ⅱ中の」と訳したが「午前中の」に訂正する。

3,2チベット訳は「ナイランジヤナ－河の堤に」という愈味の訳文になっている。 「ナイランジヤナー河」については，上註
79を参照されたい。

:“チベット訳は「河の中に入りたり」という意味の訳虻になっている。

製’'｢沈水谷」の原語は多くの写本においてaguruとされるが， ここではチベット訳[agaru]を参考に，写本T3に従って
agaruと読む。

斑喝東大主要写本には「それを」 (tam)が欠けているか．チベット訳によれば挿入すべきである。
:艮嚇｢澗出」とは「[地中から］現れ出ること」である。

:鋤7｢葱より成る」 (manomaya) とは． 「意志によって帥じた」 「心によってつくられた」「精神的な（物蘭的でない)」の意で
ある。
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和訳「ラリタヴイスタラ （改訂版)」 （第16~18章）

ちゅうちょ

食したり。また，食したるのち．その金製の鉢を．蹄路することなく，水中に投げ捨てたり。捨て
そんすう くぎよう

られたるや否や， それを398サーガラ399竜王は， 「供養の価値あり」と考えて，尊崇と恭敬の念を生
しゆったつ じょうゆう せんげんしゃ

じて受け取り， 自らの宮殿に向かって出立せり。その時，城邑の破壊者たる千眼者（インドラ天）

はガﾙダ鳥(金翅鳥)の姿に菱花し,釜師職納しで!",ｻｰガﾗ竜王より，かの金製の鉢を
こんじちょう

雪うだつ は あた

強奪せんと試みたるも，果たし能わざりしかば， その時， 自分［本来］の姿に戻り，礼を尽くして

懇願し［譲り受け］て，塔廟を建てて供養するために，三十三天（‘|刃利天）の宮殿に持ち帰りた

りin'｡持ち帰りて. また. ｢鉢の祝祭｣と名づける誌会“2を催したり｡今日でも,三十三天の天界では，
毎年一回，鉢祭が催される。また，かの玉座も，かの竜女自身が，塔廟を建てて供養するために持

ち帰りたり。

また，比丘らよ’菩薩が有形の食物を食し終えるや否や， その時， まさにその瞬間に，菩薩の福
しんしき

徳の力により， また，智慧の力によって， ［菩薩の］身体に，かつての美しく円満なる身色が出現

したり。また,三十二の大人相と,八十種の鮒箱と,鰔堕蟇箱"もまた[出現したり]･
だいにんそう

そこで，かくの如く言われる。
かんすい

23．六年間の禁戒を完遂して，賢明なる世尊は，かくの如く考えたり。
か るいそう

「もし，われが禅定・神通・智力を有しながら，斯く身体廟痩せるがままに，
じゅおう もと いつさいち しようとく

樹王（菩提樹）の枝の4"下に赴き，一切智（正等覚）を證得するとせよ，
ひみん ほどこ

斯くするとすれば， われは後代の人々に悲慰を施さざることとなるべし。

24． さればいざ，最上なる有形の食物を食して， 身体の精力を回復してから，

一切智を證得するために，樹王（菩提樹）の枝の下に赴くべし。
じん<’

福徳貧弱なる， これらの天・人が劣悪なる方法によって4幅智を尋求することなく，

また，彼らが身体を虚弱ならしめて甘露（不死）を證得し得ざることのなきように」と。

25．前世に修行を積みたる，かの， スジャーターと名づける村長の娘は，

「導師が禁戒を成就せんことを」との，かくの如き願いを以て常に祭式を捧げたり。
にゆうみ

彼女は，天神たちからの勧告を聞くや， その時，美味なる乳廃を持って，
つつみ

心に歓喜し，河の堤に近づきて， ナイランジヤナーの岸辺に立てり。
せんこう せいせん

26千劫の間,勤權して,平静･寂静なる感官を有する,かの聖仙(菩薩)は．
天神や竜の群衆に囲まれて4妬，ナイランジャナ一河に来たり，

［自ら］彼岸に渡りて衆生をも渡らしめる智者（菩薩）は，沐浴せんと思念して，
あいみん

清浄無垢なる牟尼（菩薩）は，世間を哀感するが故に，河に入りて沐浴せり。

250

‘鮒チベット訳には「それを」 (tam)に当たる訳語がない。

'wsagaraは「海竜王」 （海に住む竜王）である。

IIx)チベット訳は「口を金剛の職に変えて」という意味の訳文になっている。

側'方広では， この部分の描写が「金鉢を奪い取り．本宮に還り．塔を起して供養せり」となっている。梵文のほうが後代の

改変である可能性が尚い・

“チベット訳は「大鉢の僧伽祭」 (snodchenpohidgehdungyidusston) という表現になっている。

“｢旧l光一尋相」 (vyama-prabhata)は「三十二相の一つ」とされ， 「仏菩薩の頭頂の背後から一尋の円輪の光明が発してい
る様子」をいう。 「尋（ひろ)」とは「両腕を広げた長さ」である。

11》lチベット訳には「枝の」 (vitapa)に当たる訳語がない。

'05｢中巻」には「粗暴［なる苦行］によって」と訳したが， 「劣悪なる方法によって」に訂正する。

11筋チベット訳は「彼（菩薩）は，天神と竜と聖仙たちに囲まれて」という意味の訳文になっている。
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コーティ

千拘岻もの［多くの］天神が，歓喜の心を以て河に降り来たり側7，

最勝なる衆生（菩薩）の沐浴のために，諸々の香や香末を水に混入せり。

無垢なる菩薩は沐浴し，沐浴し終えて岸に上がらんとの想いを起こせり。

千もの［多くの］天神が，最勝なる衆生の沐浴水を供養のために持ち帰りたり。
けさ ころも

袈裟と，無垢清浄なる衣とを，天子が彼（菩薩）に与えたり。

[袈裟の］適当なるものと内衣とを身に着けて，世尊は河の岸に立ちたまえり。

竜の娘（竜女）は歓喜し，喜悦の心を以て，彼女は4肥玉座を設けたり。
まなこ

そこに，かの，世間に眼を与える心意寂静なる者（菩薩）は坐したまえり。

かのスジャーターは，金製の鉢に食物を入れて，智者（菩薩）に与え，
じようごし

彼女は歓喜し4”，足下に平伏して， 「調御師よ， わがために食したまえ」 ［と言えり]・

智者（菩薩）は，必要なだけ食物を食したるのち，鉢を河に投げ捨てたり。

天神の主なる城邑破壊者（インドラ）は「われは供養すべし」と，それを取得せり。
しょうしゃ 牡っ〃

252 27.

28.

29

また, ‘藤著(菩薩)が最上なる有形の食物を食したる時,その莉詠において，
そな

彼の身体の精力と，威光と美しさは，以前の如<に具われり。
せつじ

スジヤーターと天神たちに法を説示して，多大なる利益を与えたるのち，
し し がちよう

獅子なる者（菩薩）は，鴬鳥の歩調と象王の歩行とを以て，菩提樹へと出立せり。

30

[以上］ 「ナイランジャナ－［河］品」と名づける第18章なり。

4碗チベット訳には「河に降り来たり」 (oruhyanadi)に当たる訳文がない。
408チベツ卜訳には「彼女は」 (sa)に当たる訳語がない。

4卿チベット訳には「彼女は歓喜し」 (sapramudita)に当たる訳文がない。
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